
平成 １ ６ 年度 平成 １ ５ 年度

当 初 予 算 額
（ Ａ ）

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源 ６月現計（Ｂ ）

一 般 会 計

500,381,040 93,286,181 76,364,000 87,122,483 243,608,376 515,069,220 97.1

特 別 会 計

27,507,415 1,049,393 7,087,961 19,370,061 26,200,255 105.0

企 業 会 計

41,797,300 3,334,702 4,973,000 33,489,598 52,197,372 80.1

計

569,685,755 97,670,276 88,424,961 139,982,142 243,608,376 593,466,847 96.0

（ 参 考 ）

年度 平成 １ ６ 年度

会計区分
当 初 予 算 額
（ Ａ ）

６月現計（Ｂ） ９月現計（Ｃ） １２月現計（Ｄ） （Ａ）/（Ｂ）×100 （Ａ）/（Ｃ）×100
（ Ａ ） / （ Ｄ ）
×100

一 般 会 計 500,381,040 515,069,220 517,834,088 514,813,905 97.1 96.6 97.2

特 別 会 計 27,507,415 26,200,255 29,490,088 29,490,088 105.0 93.3 93.3

企 業 会 計 41,797,300 52,197,372 52,233,326 51,868,626 80.1 80.0 80.6

計 569,685,755 593,466,847 599,557,502 596,172,619 96.0 95.0 95.6

会 計 区 分
財 源 内 訳

（Ａ）/（Ｂ）×100

（ 単 位 ： 千 円 、 ％ ）

平 成 １ ５ 年 度 伸 率

平 成 １ ６ 年 度 当 初 予 算

（ 単 位 ： 千 円 、 ％ ）



　　　　　 （単位：千円，％）

区　分

6 月 現 計 （ 12月現計予算額(D) ） （ A/D×100 ）

款　別 当 初 予 算 額 (A) 構成比予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額（C） 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 91,077,951 ） （ 17.7 ） （ 100.5 ）

（ 1 ） 県 税 91,488,657 18.3 91,077,951 17.7 91,077,951 17.6 100.5 100.5

地方消費税 （ 16,084,000 ） （ 3.1 ） （ 110.2 ）

（ 2 ） 清 算 金 17,728,000 3.5 16,084,000 3.1 16,084,000 3.1 110.2 110.2

（ 2,097,000 ） （ 0.4 ） （ 172.3 ）

（ 3 ） 地方譲与税 3,613,719 0.7 2,097,000 0.4 2,097,000 0.4 172.3 172.3

地 方 特 例 （ 1,200,000 ） （ 0.2 ） （ 202.3 ）

（ 4 ） 交 付 金 2,428,000 0.5 1,200,000 0.2 1,200,000 0.2 202.3 202.3

（ 136,324,467 ） （ 26.5 ） （ 93.9 ）

（ 5 ） 地方交付税 128,000,000 25.6 135,904,539 26.4 136,324,467 26.3 94.2 93.9

交通安全対策 （ 350,000 ） （ 0.1 ） （ 100.0 ）

（ 6 ） 特別交付金 350,000 0.1 350,000 0.1 350,000 0.1 100.0 100.0

分担金および （ 6,497,588 ） （ 1.3 ） （ 90.6 ）

（ 7 ） 負 担 金 5,886,572 1.2 6,502,887 1.3 6,504,377 1.3 90.5 90.5

使用料および （ 8,115,145 ） （ 1.6 ） （ 97.7 ）

（ 8 ） 手 数 料 7,930,404 1.6 8,113,029 1.6 8,115,145 1.6 97.7 97.7

（ 99,594,461 ） （ 19.4 ） （ 93.7 ）

（ 9 ） 国庫支出金 93,286,181 18.6 98,304,594 19.1 99,482,616 19.2 94.9 93.8

（ 966,488 ） （ 0.2 ） （ 96.1 ）

（ 10 ） 財 産 収 入 928,553 0.2 865,363 0.2 966,488 0.2 107.3 96.1

（ 1,253,665 ） （ 0.2 ） （ 87.2 ）

（ 11 ） 寄 附 金 1,093,400 0.2 1,251,333 0.2 1,253,665 0.3 87.4 87.2

（ 18,224,134 ） （ 3.5 ） （ 124.5 ）

（ 12 ） 繰 入 金 22,694,428 4.5 21,246,555 4.1 21,440,364 4.1 106.8 105.8

（ 2,706,748 ） （ 0.5 ） （ 36.9 ）

（ 13 ） 繰 越 金 1,000,000 0.2 2,706,748 0.5 2,706,748 0.5 36.9 36.9

（ 49,894,258 ） （ 9.7 ） （ 95.4 ）

（ 14 ） 諸 収 入 47,589,126 9.5 49,217,221 9.5 49,803,267 9.6 96.7 95.6

（ 80,428,000 ） （ 15.6 ） （ 94.9 ）

（ 15 ） 県 債 76,364,000 15.3 80,148,000 15.6 80,428,000 15.5 95.3 94.9

（ 514,813,905 ） （ 100.0 ） （ 97.2 ）

合 計 500,381,040 100.0 515,069,220 100.0 517,834,088 100.0 97.1 96.6

平成１６年度当初予算　　一般会計歳入（款別内訳）

平 成 1 6 年 度 平 成 1 5 年 度 前 年 度 予 算 対 比



平成１６年度当初予算　　一般会計歳出（款別内訳）

           （単位：千円，％）

区　分

6 月 現 計 （ 12月現計予算額(D) ） ( A/D×100 )

款　別 当 初 予 算 額 (A) 構成比予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額(C) 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 1,178,088 ） （ 0.2 ） （ 98.8 ）

（ 1 ） 議 会 費 1,163,567 0.2 1,205,397 0.2 1,205,397 0.2 96.5 96.5

（ 39,291,412 ） （ 7.6 ） （ 97.2 ）

（ 2 ） 総 務 費 38,185,172 7.6 38,853,090 7.5 38,991,090 7.5 98.3 97.9

（ 29,708,596 ） （ 5.8 ） （ 90.4 ）

（ 3 ） 民 生 費 26,866,375 5.4 29,126,158 5.7 29,886,641 5.8 92.2 89.9

（ 20,162,233 ） （ 3.9 ） （ 109.3 ）

（ 4 ） 衛 生 費 22,045,231 4.4 20,034,465 3.9 20,261,226 3.9 110.0 108.8

（ 3,390,550 ） （ 0.7 ） （ 97.4 ）

（ 5 ） 労 働 費 3,300,702 0.7 3,358,989 0.7 3,412,034 0.7 98.3 96.7

（ 52,172,154 ） （ 10.1 ） （ 90.6 ）

（ 6 ） 農林水産費 47,272,685 9.5 52,285,842 10.2 52,447,568 10.1 90.4 90.1

（ 45,891,775 ） （ 8.9 ） （ 98.4 ）

（ 7 ） 商 工 費 45,172,476 9.0 45,944,832 8.9 45,981,971 8.9 98.3 98.2

（ 95,393,894 ） （ 18.5 ） （ 92.8 ）

（ 8 ） 土 木 費 88,540,026 17.7 95,388,025 18.5 95,703,154 18.5 92.8 92.5

（ 23,959,493 ） （ 4.7 ） （ 97.1 ）

（ 9 ） 警 察 費 23,262,203 4.6 24,223,025 4.7 24,493,569 4.7 96.0 95.0

（ 99,287,808 ） （ 19.3 ） （ 97.3 ）

（ 10 ） 教 育 費 96,590,829 19.3 100,966,954 19.6 101,073,536 19.5 95.7 95.6

（ 5,025,891 ） （ 1.0 ） （ 78.3 ）

（ 11 ） 災害復旧費 3,935,180 0.8 4,330,432 0.8 5,025,891 1.0 90.9 78.3

（ 76,778,347 ） （ 14.9 ） （ 104.4 ）

（ 12 ） 公 債 費 80,148,057 16.0 76,778,347 14.9 76,778,347 14.8 104.4 104.4

（ 22,473,664 ） （ 4.4 ） （ 105.9 ）

（ 13 ） 諸 支 出 金 23,798,537 4.8 22,473,664 4.4 22,473,664 4.4 105.9 105.9

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

（ 14 ） 予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0 100.0

（ 514,813,905 ） （ 100.0 ） （ 97.2 ）

合 計 500,381,040 100.0 515,069,220 100.0 517,834,088 100.0 97.1 96.6

平 成 １ 6 年 度 平 成 １ 5 年 度 前 年 度 予 算 対 比



平成１６年度当初予算　　一般会計歳出（性質別内訳）

（単位：千円，％）

区　分

6 月 現 計 （ 12月現計予算額(D) ） （ A/D×100）

性質別 当 初 予 算 額 (A) 構成比予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額(C) 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 228,733,977 ） （ 44.4 ） （ 99.7 ）

228,014,069 45.6 232,232,638 45.1 232,384,181 44.9 98.2 98.1

（ 132,753,840 ） （ 25.8 ） （ 97.6 ）

人 件 費 129,542,581 25.9 136,404,044 26.5 136,404,044 26.4 95.0 95.0

（ 19,232,559 ） （ 3.7 ） （ 95.5 ）

扶 助 費 18,358,406 3.7 19,081,016 3.7 19,232,559 3.7 96.2 95.5

（ 76,747,578 ） （ 14.9 ） （ 104.4 ）

公 債 費 80,113,082 16.0 76,747,578 14.9 76,747,578 14.8 104.4 104.4

（ 146,238,133 ） （ 28.4 ） （ 92.5 ）

135,310,678 27.0 144,234,890 28.0 146,238,133 28.2 93.8 92.5

（ 71,700,926 ） （ 13.9 ） （ 96.9 ）

公 共 事 業 69,498,252 13.9 71,591,926 13.9 71,700,926 13.8 97.1 96.9

（ 7,870,107 ） （ 1.5 ） （ 55.0 ）

補 助 事 業 4,329,862 0.8 7,362,894 1.4 7,870,107 1.5 58.8 55.0

（ 52,388,782 ） （ 10.2 ） （ 92.3 ）

単 独 事 業 48,369,447 9.7 51,709,211 10.0 52,388,782 10.1 93.5 92.3

国直轄事業 （ 8,809,646 ） （ 1.7 ） （ 98.5 ）

負 担 金 8,674,054 1.7 8,809,646 1.7 8,809,646 1.7 98.5 98.5

（ 355,334 ） （ 0.1 ） （ 119.7 ）

受 託 事 業 425,331 0.1 343,334 0.1 355,334 0.1 123.9 119.7

（ 5,113,338 ） （ 1.0 ） （ 78.5 ）

災害復旧事業 4,013,732 0.8 4,417,879 0.9 5,113,338 1.0 90.9 78.5

（ 139,841,795 ） （ 27.2 ） （ 98.0 ）

137,056,293 27.4 138,601,692 26.9 139,211,774 26.9 98.9 98.5

（ 22,540,130 ） （ 4.4 ） （ 89.8 ）

物 件 費 20,238,272 4.0 22,180,051 4.3 22,482,794 4.3 91.2 90.0

（ 2,016,344 ） （ 0.4 ） （ 82.7 ）

維持補修費 1,667,075 0.3 2,000,291 0.4 2,016,344 0.4 83.3 82.7

（ 56,744,920 ） （ 11.0 ） （ 98.2 ）

補 助 費 等 55,747,327 11.1 55,884,112 10.9 56,172,235 10.9 99.8 99.2

（ 43,968,856 ） （ 8.6 ） （ 95.0 ）

貸付金出資金 41,766,755 8.4 43,967,812 8.5 43,968,856 8.5 95.0 95.0

（ 7,243,673 ） （ 1.4 ） （ 120.6 ）

繰 出 金 8,738,755 1.8 7,243,317 1.4 7,243,673 1.4 120.6 120.6

（ 7,227,872 ） （ 1.4 ） （ 121.7 ）

積 立 金 8,798,109 1.8 7,226,109 1.4 7,227,872 1.4 121.8 121.7

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0 100.0

（ 514,813,905 ） （ 100.0 ） （ 97.2 ）

合 計 500,381,040 100.0 515,069,220 100.0 517,834,088 100.0 97.1 96.6

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

その他行政経費

平 成 １ 6 年 度 平 成 １ 5 年 度 前 年 度 予 算 対 比



平成１６年度当初予算　一般会計歳出（公共事業内訳）

（単位：千円，％）

6 月 現 計 （ 12月現計予算額（D） ） （ A/D×100 ）

当 初予算額 （ A ） 構成比予 算 額 （ B ） 構成比 ９月現計予算額（C） 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 41,549,887 ） （ 57.9 ） （ 98.5 ）

40,947,110 58.9 41,440,887 57.9 41,549,887 57.9 98.8 98.5

（ 11,359,223 ） （ 15.8 ） （ 108.6 ）

道 路 事業費 12,330,829 17.8 11,359,223 15.9 11,359,223 15.8 108.6 108.6

（ 5,369,000 ） （ 7.5 ） （ 89.6 ）

街 路 事業費 4,812,096 6.9 5,369,000 7.5 5,369,000 7.5 89.6 89.6

（ 7,010,129 ） （ 9.8 ） （ 94.8 ）

河 川 事業費 6,646,054 9.6 7,010,129 9.8 7,010,129 9.8 94.8 94.8

河 川 総 合 （ 5,992,617 ） （ 8.4 ） （ 97.4 ）

開 発 事業費 5,836,000 8.4 5,992,617 8.4 5,992,617 8.4 97.4 97.4

（ 7,842,000 ） （ 10.9 ） （ 92.5 ）

砂 防 事業費 7,255,310 10.4 7,733,000 10.8 7,842,000 10.9 93.8 92.5

（ 1,218,000 ） （ 1.7 ） （ 92.1 ）

海 岸 事業費 1,121,950 1.6 1,218,000 1.7 1,218,000 1.7 92.1 92.1

（ 1,544,000 ） （ 2.1 ） （ 90.6 ）

港 湾 事業費 1,398,400 2.0 1,544,000 2.1 1,544,000 2.1 90.6 90.6

（ 272,000 ） （ 0.4 ） （ 90.8 ）

公 園 事業費 247,000 0.4 272,000 0.4 272,000 0.4 90.8 90.8

住 宅 建 設 （ 763,918 ） （ 1.1 ） （ 157.3 ）

事 業 費 1,201,904 1.7 763,918 1.1 763,918 1.1 157.3 157.3

災 害 関 連 （ 179,000 ） （ 0.2 ） （ 54.5 ）

事 業 費 97,567 0.1 179,000 0.2 179,000 0.2 54.5 54.5

（ 30,151,039 ） （ 42.1 ） （ 94.7 ）

28,551,142 41.1 30,151,039 42.1 30,151,039 42.1 94.7 94.7

大 型 魚 礁 （ 231,040 ） （ 0.3 ） （ 87.3 ）

設 置 事業費 201,740 0.3 231,040 0.3 231,040 0.3 87.3 87.3

県 営 漁 港 （ 2,187,000 ） （ 3.1 ） （ 93.3 ）

事 業 費 2,040,000 2.9 2,187,000 3.1 2,187,000 3.1 93.3 93.3

市 町 村 営 （ 948,488 ） （ 1.3 ） （ 84.0 ）

漁 港 事業費 796,624 1.2 948,488 1.3 948,488 1.3 84.0 84.0

（ 1,746,237 ） （ 2.4 ） （ 105.2 ）

造 林 事業費 1,837,171 2.6 1,746,237 2.4 1,746,237 2.4 105.2 105.2

（ 1,638,404 ） （ 2.3 ） （ 94.9 ）

林 道 事業費 1,555,595 2.2 1,638,404 2.3 1,638,404 2.3 94.9 94.9

（ 3,129,824 ） （ 4.4 ） （ 95.0 ）

治 山 事業費 2,973,452 4.3 3,129,824 4.4 3,129,824 4.4 95.0 95.0

土 地 改 良 （ 13,973,606 ） （ 19.5 ） （ 91.3 ）

事 業 費 12,761,856 18.4 13,973,606 19.5 13,973,606 19.5 91.3 91.3

かんがい排水 （ 6,015,161 ） （ 8.4 ） （ 109.9 ）

事 業 費 6,610,566 9.6 6,015,161 8.4 6,015,161 8.4 109.9 109.9

農 道 （ 4,084,325 ） （ 5.7 ） （ 73.4 ）

事 業 費 2,998,400 4.4 4,084,325 5.7 4,084,325 5.7 73.4 73.4

農 村 総 合 （ 5,771,440 ） （ 8.1 ） （ 100.3 ）

整 備 事業費 5,790,604 8.3 5,771,440 8.1 5,771,440 8.1 100.3 100.3

（ 525,000 ） （ 0.7 ） （ 113.2 ）

海 岸 事業費 594,100 0.9 525,000 0.7 525,000 0.7 113.2 113.2

（ 71,700,926 ） （ 100.0 ） （ 96.9 ）

合 計 69,498,252 100.0 71,591,926 100.0 71,700,926 100.0 97.1 96.9

平 成 １ 5 年 度 前 年 度 予 算 対 比

土 木 関 係

農 林 水 産 関 係

平 成 １ 6 年 度



平成１６年度当初予算　一般会計歳出（県単事業内訳）
（単位：千円，％）

6 月 現 計 （ 12月現計予算額（D） ） （ A/D×100 ）

当 初 予 算 額 （ A ） 構 成 比予 算 額 （ B ） 構 成 比 ９月現計予算額（C ） 構 成 比 A/B×100 A/C×100

（ 11,281,522 ） （ 21.1 ） （ 89.0 ）

10,041,591 20.3 11,281,522 21.4 11,281,522 21.1 89.0 89.0

（ 9,372,996 ） （ 17.5 ） （ 90.0 ）

道 路 事 業 費 8,435,563 17.0 9,372,996 17.7 9,372,996 17.5 90.0 90.0

（ 182,552 ） （ 0.4 ） （ 89.0 ）

街 路 事 業 費 162,494 0.3 182,552 0.4 182,552 0.4 89.0 89.0

（ 918,821 ） （ 1.7 ） （ 80.4 ）

河 川 事 業 費 738,621 1.5 918,821 1.8 918,821 1.7 80.4 80.4

河 川 総 合 （ 172,000 ） （ 0.3 ） （ 104.7 ）

開 発 事 業 費 180,000 0.4 172,000 0.3 172,000 0.3 104.7 104.7

（ 454,043 ） （ 0.9 ） （ 80.0 ）

砂 防 事 業 費 363,044 0.8 454,043 0.9 454,043 0.9 80.0 80.0

（ 47,500 ） （ 0.1 ） （ 87.4 ）

港 湾 事 業 費 41,500 0.1 47,500 0.1 47,500 0.1 87.4 87.4

（ 3,200 ） （ 0.0 ） （ 93.8 ）

海 岸 事 業 費 3,000 0.0 3,200 0.0 3,200 0.0 93.8 93.8

（ 130,410 ） （ 0.2 ） （ 90.0 ）

下水道事業費 117,369 0.2 130,410 0.2 130,410 0.2 90.0 90.0

（ 729,169 ） （ 1.3 ） （ 90.0 ）

656,242 1.3 729,169 1.3 729,169 1.3 90.0 90.0

県 営 漁 港 （ 67,195 ） （ 0.1 ） （ 92.0 ）

事 業 費 61,825 0.1 67,195 0.1 67,195 0.1 92.0 92.0

市 町 村 営 （ 21,630 ） （ 0.0 ） （ 81.0 ）

漁 港 事 業 費 17,510 0.0 21,630 0.0 21,630 0.0 81.0 81.0

（ 304,069 ） （ 0.6 ） （ 90.0 ）

林 道 事 業 費 273,662 0.6 304,069 0.6 304,069 0.6 90.0 90.0

（ 57,725 ） （ 0.1 ） （ 90.0 ）

治 山 事 業 費 51,950 0.1 57,725 0.1 57,725 0.1 90.0 90.0

土 地 改 良 （ 271,818 ） （ 0.5 ） （ 90.0 ）

事 業 費 244,636 0.5 271,818 0.5 271,818 0.5 90.0 90.0

（ 6,732 ） （ 0.0 ） （ 98.9 ）

海 岸 事 業 費 6,659 0.0 6,732 0.0 6,732 0.0 98.9 98.9

（ 4,489,603 ） （ 8.4 ） （ 90.0 ）

4,040,642 8.2 4,489,603 8.5 4,489,603 8.4 90.0 90.0

（ 7,457,000 ） （ 13.9 ） （ 82.7 ）

6,165,000 12.5 7,457,000 14.2 7,457,000 13.9 82.7 82.7

（ 270,000 ） （ 0.5 ） （ 116.3 ）

314,000 0.6 270,000 0.5 270,000 0.5 116.3 116.3

（ 540,580 ） （ 1.0 ） （ 76.9 ）

415,522 0.8 540,580 1.0 540,580 1.0 76.9 76.9

（ 1,104,937 ） （ 2.1 ） （ 75.3 ）

831,864 1.7 1,104,937 2.1 1,104,937 2.1 75.3 75.3

（ 26,515,971 ） （ 49.6 ） （ 97.7 ）

25,904,586 52.3 25,836,400 48.9 26,515,971 49.6 100.3 97.7

（ 52,388,782 ） （ 97.9 ） （ 92.3 ）

48,369,447 97.7 51,709,211 97.9 52,388,782 97.9 93.5 92.3

（ 1,118,768 ） （ 2.1 ） （ 100.0 ）

1,118,670 2.3 1,118,768 2.1 1,118,768 2.1 100.0 100.0

（ 53,507,550 ） （ 100.0 ） （ 92.5 ）

49,488,117 100.0 52,827,979 100.0 53,507,550 100.0 93.7 92.5

（ 13,129,459 ） （ 24.5 ） （ 90.0 ）

①＋②＋③ 11,816,503 23.9 13,129,459 24.8 13,129,459 24.5 90.0 90.0

土 木 関 係 ①

農 林 水 産 関 係 ②

平 成 １ 6 年 度

合 計

地 方 特 定 事 業 費

緊 急 地 方 道 路

整 備 事 業 費

緊 急 林 道

整 備 事 業 費

平 成 １ 5 年 度 前 年 度 予 算 対 比

緊 急 農 道

整 備 事 業 費

公 共 つ ぎ た し

そ の 他

投 資 的 経 費

県 単 事 業 計

土 木 事 業

維 持 補 修 費 ③

枠 県 単 事 業 再 計



平成１６年度当初予算　　特別会計・企業会計

特 別 会 計

平 成 １ 6 年 度

6 月 現 計 （ 12月現計予算額(Ｄ) ） （ Ａ/Ｄ×100 ）

会 計 名 当 初 予 算 額 ( Ａ ) 予 算 額 ( Ｂ ) ９月現計予算額(Ｃ) Ａ / Ｂ ×100 Ａ /Ｃ×100

（ 277,270 ） （ 92.5 ）

用 品 等 集 中 管 理 事 業 256,548 277,270 277,270 92.5 92.5

（ 1,496 ） （ 47.0 ）

災 害 救 助 基 金 703 1,496 1,496 47.0 47.0

（ 137,349 ） （ 90.4 ）

母子寡婦福祉資金貸付金 124,185 123,983 137,349 100.2 90.4

（ 12,588,575 ） （ 60.6 ）

中小企業支援資金貸付金 7,623,951 9,493,048 12,588,575 80.3 60.6

（ 183,894 ） （ 97.9 ）

農 業 改 良 資 金 貸 付 金 180,005 183,894 183,894 97.9 97.9

（ 101,439 ） （ 100.0 ）

沿岸漁業改善資金貸付金 101,389 101,439 101,439 100.0 100.0

（ 136,580 ） （ 42.3 ）

林 業 改 善 資 金 貸 付 金 57,724 41,405 136,580 139.4 42.3

（ 104,383 ） （ 557.6 ）

県 有 林 事 業 582,037 104,383 104,383 557.6 557.6

（ 4,490,000 ） （ 104.2 ）

用 地 先 行 取 得 事 業 4,678,164 4,490,000 4,490,000 104.2 104.2

（ 108,150 ） （ 377.1 ）

駐 車 場 整 備 事 業 407,819 108,150 108,150 377.1 377.1

（ 2,497,828 ） （ 190.7 ）

港 湾 整 備 事 業 4,762,818 2,497,828 2,497,828 190.7 190.7

（ 3,293,334 ） （ 98.4 ）

下 水 道 事 業 3,241,127 3,207,569 3,293,334 101.0 98.4

（ 5,569,790 ） （ 98.6 ）

証 紙 5,490,945 5,569,790 5,569,790 98.6 98.6

（ 29,490,088 ） （ 93.3 ）

合 計 27,507,415 26,200,255 29,490,088 105.0 93.3

企 業 会 計

平 成 １ 6 年 度

6 月 現 計 （ 12月現計予算額(Ｄ) ） （ Ａ/Ｄ×100 ）

会 計 名 当 初 予 算 額 ( Ａ ) 予 算 額 ( Ｂ ) ９月現計予算額(Ｃ) Ａ / Ｂ ×100 Ａ /Ｃ×100

（ 39,637,226 ） （ 64.8 ）

病 院 25,696,822 39,933,224 39,966,271 64.3 64.3

（ 2,538,541 ） （ 91.2 ）

電 気 2,314,630 2,552,987 2,552,987 90.7 90.7

（ 1,234,325 ） （ 44.8 ）

臨 海 工 業 用 地 等 造 成 552,491 1,236,747 1,236,747 44.7 44.7

（ 878,276 ） （ 90.8 ）

工 業 用 水 道 797,112 894,596 894,596 89.1 89.1

（ 6,946,065 ） （ 170.2 ）

水 道 用 水 供 給 11,822,142 6,949,074 6,949,547 170.1 170.1

（ 634,193 ） （ 96.8 ）

臨 海 下 水 道 614,103 630,744 633,178 97.4 97.0

（ 51,868,626 ） （ 80.6 ）

合 計 41,797,300 52,197,372 52,233,326 80.1 80.0

（ 単 位 千 円 ， ％ ）

（ 単 位 千 円 ， ％ ）

平 成 １ 5 年 度 前 年 度 予 算 対 比

平 成 １ 5 年 度 前 年 度 予 算 対 比
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平成１６年度当初予算案発表要旨 
 

～「プライド福井」の創造～ 
 

Ⅰ 平成１６年度当初予算で取り組んだ重点課題 

○ 経済活性化 

○ 県民生活の安全・安心 

○ きめこまかな福祉 

○ 教育の充実 

○ ふくいブランドの創造 

 

Ⅱ 予算編成の新たな手法 

○ 政策議論の実施 

○ 公共事業の一件審査 

○ 県民とのパートナーシップ 

○ 電源三法交付金の活用 

○ 政策形成過程からの県民参加 

 

Ⅲ 平成１６年度当初予算規模 

  一 般 会 計  ５，００３億８１百余万円 

  特 別 会 計    ２７５億 ７百余万円 

  企 業 会 計    ４１７億９７百余万円 

     計     ５，６９６億８５百余万円 

 

※『福井元気宣言』のビジョンを実現するための「新世紀政策推進枠

事業」として、一般財源５８億円を措置 
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Ⅳ 主要施策 

 

○ 経済活性化 

 （就職支援） 

  Ｐ１ 「若者就職支援センター（ジョブカフェ）運営事業」 

 （産力強化） 

  Ｐ３ 「福井県産力強化事業」 

  Ｐ３ 「ふくい産学官共同研究推進総合事業」 

  Ｐ７ 「開業特別支援資金貸付金」 

  Ｐ６ 「地域助け合いビジネス起業化支援事業」 

  Ｐ７ 「産業活性化支援資金貸付金（地域助け合いビジネス支援）」 

 （人づくり） 

  Ｐ９ 「県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業」 

  Ｐ９ 「県立大学プレビジネススクール開講事業」 

 （販路開拓） 

  Ｐ１０「東アジア海外事務所機能強化事業」 

 （企業誘致） 

  Ｐ１０「企業誘致アタック５００推進事業」 

  Ｐ１０「立地企業関係強化事業」 

  Ｐ１０「企業立地促進補助金」 

  Ｐ１１「誘致企業支援補助金」 
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 （農林水産業） 

  Ｐ１３「村落広域営農支援事業」 

  Ｐ１３「米政策改革円滑推進事業」 

  Ｐ１３「高収益園芸品目緊急育成事業」 

  Ｐ１４「いきいき女性・熟年農業者活動支援事業」 

  Ｐ１５「鳥獣害のない里づくり推進事業」 

  Ｐ１７「がんばる海業（うみぎょう）支援事業」 

 

 

○ 県民生活の安全・安心 

 （有事への対応） 

  Ｐ３９「福井県県民保護計画（仮称）策定事業」  

 （治安の回復） 

  Ｐ３９「安心で明るい子どもの道整備事業」 

  Ｐ４０「安全・安心まちづくり地域実践活動支援事業」 

  Ｐ４０「臨時交番相談員配置事業」 

 

 

 

 



 - 4 -

○ きめこまかな福祉対策 

 （きめこまかな子育て支援） 

  Ｐ１８「「母親手作り子育て情報誌」作成事業」 

  Ｐ１９「子育てにやさしいまちづくり推進事業」 

  Ｐ１９「特定保育事業」 

  Ｐ１９「すみずみ子育てサポート事業」 

  Ｐ２０「病児デイケア促進事業」 

  Ｐ２１「不妊治療費助成事業」 

 

 （障害者施策の充実） 

  Ｐ２７「障害児夏休み等生活支援事業」 

  Ｐ２７「障害者自立活動促進事業」 

  Ｐ２７「知的障害者グループホーム支援事業」 

  Ｐ３９「横断歩道ユニバーサル・デザイン化事業」 

 

 （ＮＰＯ等との協働による地域福祉の充実） 

  Ｐ２７「地域共生型デイサービス支援事業」 

  Ｐ２８「いきいき支え合い地域づくり事業」 

  Ｐ２９「老人福祉施設整備事業補助金」 

  Ｐ２９「介護サービス第三者評価モデル事業」 

  Ｐ１９「こども家族館（仮称）設計準備事業」 
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○ 教育の充実 

 （高校生の学力向上） 

  Ｐ２２「高等学校学力向上教員配置事業」 

  Ｐ２２「中高一貫教育推進教員配置事業」 

 （３０人学級編成の導入等） 

  Ｐ２２「元気福井っ子笑顔プラン事業」 

  Ｐ２３「ボランティアによる低学年学校生活支援推進事業」 

 （私学振興） 

  Ｐ２３「私立高等学校魅力アップ推進事業」 

 （青少年の健全育成） 

  Ｐ２４「ボランティア体験「ユースチャレンジャー隊」事業」 

 （県立大学の充実） 

  Ｐ２３「県民参加による県立大学地域貢献研究推進事業」 

 

 

○ ふくいブランドの創造 

  Ｐ３４「地域ブランド創造活動推進事業」 

  Ｐ３４「ふくいブランド県民大使推進事業」 

  Ｐ３４「ふくいブランドイメージ発信事業」 

  Ｐ３５「「健康長寿福井」調査・発信事業」 

  Ｐ３４「「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業」 

  Ｐ３５「「国際コメ年２００４」コシヒカリのふるさと・ 

福井全国発信事業」 



平成１６年度当初予算案 

 

 

新世紀政策推進枠事業 

～「福井元気宣言」の実現に向けて～ 

 

 

 

 

福  井  県 



総 括   

 

 

 
 

平成１６年度当初予算案 

新 世 紀 政 策推進枠事業 

 

１５年度から取り組みを開始した事業とあわせ、総額１７９億円の

事業を予算化し、「挑戦
チャレンジ

ふくい－福井県経済社会活性化プラン－」を

的確かつ迅速に実施することなどにより、「福井元気宣言」のビジョン

を着実に実現します。 

(単位：百万円)

予算区分 福井元気宣言の項目 事 業 数 予 算 額 
予算額のうち 

一 般 財 源 

Ⅰ 元気な産業 ８０ ７,６５２ １,９３６ 

Ⅱ 元気な社会 ５９ ４,０２４ １,８３７ 

Ⅲ 元気な県土 １４ ３,６９０ ３０９ 

Ⅳ 元気な県政 ５７ ２,５７０ １,７７７ 

１６年度 

当初予算 

（今  回） 

計 ２１０ １７,９３６ ５,８５９ 

Ⅰ 元気な産業 ４２ ３,８３５ ３２８ 

Ⅱ 元気な社会 ３０ ９０５ ３４０ 

Ⅲ 元気な県土 １０ ３,５９２ １,０９６ 

Ⅳ 元気な県政 ２９ ９７５ ６１７ 

１５年度 

予 算 分 

計 １１１ ９,３０７ ２,３８１ 

Ⅰ 元気な産業 ８９ １１,４８７ ２,２６４ 

Ⅱ 元気な社会 ６４ ４,９２９ ２,１７７ 

Ⅲ 元気な県土 １８ ７,２８２ １,４０５ 

Ⅳ 元気な県政 ６４ ３,５４５ ２,３９４ 

累  計 

計 ２３５ ２７,２４３ ８,２４０ 

 

※１６年度の予算額のうち一般財源５８億円は、「福井元気宣言」を実現するために

確保した財源です。 

 



目 次  

 

 

 
 

Ⅰ 元気な産業  

 １ 経済対策の緊急発動 ･････ 1

    ◇ 経済対策の発動 ･････ 1

 ２ ものづくり・新産業創出 ･････ 3

    ◇ 新技術開発による産業の高付加価値化 ･････ 3

    ◇ やる気のある企業や創業に対する強力なバックアップ ･････ 6

    ◇ 人づくり ･････ 9

    ◇ 新たな販路開拓 ･････ 9

    ◇ 先端産業の誘致 ･････ 10

 ３ 福井の豊かさを支える農林水産業 ･････ 12

    ◇ 農業 ･････ 12

    ◇ 林業 ･････ 16

    ◇ 水産業 ･････ 17

Ⅱ 元気な社会  

 ４ 女性の元気が福井の元気 ･････ 18

    ◇ 女性の持つ優れた感性を県政に反映 ･････ 18

    ◇ 女性の起業や経営革新を支援 ･････ 18

    ◇ 子育てと自己実現のための活動が両立できる環境づくり ･････ 18

 ５ 未来を託す人づくり ･････ 22

 ６ 活き活きやさしい福井づくり ･････ 26

    ◇ 元気百歳プロジェクト ･････ 26

    ◇ 一人ひとりの命が輝く福祉 ･････ 27

Ⅲ 元気な県土  

 ７ 原子力は県民の立場に立って ･････ 30

 ８ 福井は列島のまん中-より近くより便利に- ･････ 30

Ⅳ 元気な県政  

 ９ 新しい福井県政府の樹立 ･････ 33

    ◇ リーダーシップ ･････ 33

    ◇ フレンドシップ ･････ 33

 10 夢あるふるさとづくり ･････ 34

    ◇ ふくいブランドの創造 ･････ 34

    ◇ 公共施設等の利便性向上 ･････ 35

    ◇ 環境保全 ･････ 36

    ◇ まちづくり  ･････ 38

    ◇ 安全・安心  ･････ 39

    ◇ 文化 ･････ 42

    ◇ ＩＴ ･････ 42

 



事業内容の見方について 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

～ 事業内容の見方について ～ 

 

 

 

１．事業名称の先頭に 

 

 「」とあるのは、１６年度の新規事業です。 

 

 「」とあるのは、１６年度において事業内容の拡充を行った事業です。 

 

 

２．事業名称の後に 

 
 チャレンジふくい  

 
とあるのは、「挑戦

チャレンジ

ふくい －福井県経済社会活性化プラン－」を具体化する 

ために実施する事業です。 

 
 県民参加  

 

とあるのは、広く意見を募集し、県民の皆さまに予算編成過程に参加していた 

だいた事業です。 

 

 電源  

 

とあるのは、本県等の提案により使途が弾力化した国の電源交付金・補助金を 

有効に活用して実施する事業です。 

 

 
 
 

 



Ⅰ元気な産業 １経済対策の緊急発動 

 

－1－ 

Ⅰ 元 気 な 産 業 

 

 

１ 経済対策の緊急発動 

 

 

◇経済対策の発動 

 

 

〈経済社会活性化戦略会議の設置〉 

 

 福井県経済社会活性化戦略会議事業（総務部） ★ 2,760

 産業の活性化、雇用の確保を図り、元気な福井をつくるため、経済界・労働界・学識経

験者で構成する「経済社会活性化戦略推進会議」を設置し、平成１５年１２月に策定した

「挑戦ふくい－福井県経済社会活性化プラン－」の推進状況等について意見交換を行いま

す。 

委員数 １０名程度 

(2,760)

 

 

〈１５，０００人の雇用創出〉 

 

 若者就職支援センター（ジョブカフェ）運営事業（産業労働部）  チャレンジふくい   県民参加  30,070

  若者のための就職に関する悩み事の相談から、求人情報の提供、国の公共職業安定所と

連携した就職のあっせんまで、若者の就職をワンストップでサポートするセンターを開設

します。 

   配置職員 ７名（うち公共職業安定所からの派遣４名） 

 

(29,094)

 

 高校生就職支援事業（教育庁）  チャレンジふくい   県民参加  8,500

 高校在学中の生徒に対し、就労意識の向上、資格取得の取組み、就業体験等を実施する

とともに、教員が生徒の就職企業へ訪問、面談を実施し、就職後のフォローアップを行う

ことで､離職率の抑制を図ります。 

  対 象 校 職業学科・総合学科設置校１８校 

 

(8,500)

 

 新規高卒就職内定者支援セミナー事業（産業労働部） ★ 2,000

 就職が内定した高校生に対し、就職時に必要な職業教育を行い、離職率の抑制と求人の

早期回復を図ります。 

開催時期 １１月、２月 

 

(2,000)

 

 離転職者等能力開発推進事業（デュアルシステム関係）（産業労働部）  チャレンジふくい  4,564

  産業技術専門学院において、講義と企業実習が一体となった職業訓練（デュアルシステ

ム）を実施し、企業の即戦力ニーズに対応できる人材を育成します。 

   研修期間 ４か月（講義２か月、企業実習２か月） 

 

(0)

 

 

 

 

予 算 額 
（単位：千円）

（  ) 内は一般財源 

（内部資料にのみ記載） 

★印は15年度新世紀枠事業 

の８８事業（内部資料にのみ記載）



Ⅰ元気な産業 １経済対策の緊急発動 

 

－2－ 

 

 再就職支援セミナー・早期就職面接会開催事業（産業労働部）  チャレンジふくい  3,500

 中高年者を対象として、再就職のために必要な知識や心構えを指導する再就職支援セミ

ナーを開催し、雇用のミスマッチの解消を図ります。 

 また、セミナー終了後、就職面接会を開催し、早期就職の促進を図ります。 

   開催回数 年６回 

 

(3,500)

 

 緊急地域雇用創出特別基金事業（産業労働部） ★ 1,644,817

 雇用のセーフティーネットの充実を図るため、緊急地域雇用創出特別基金を活用し、県

および市町村で緊急かつ臨時的な雇用・就業の機会を創り出すための各種事業を実施しま

す。 

   事業期間 １３年度～１６年度 

   実施主体 県、市町村 

   事 業 費 県 事 業 ８２９，８８４千円（雇用創出 約６５０人） 

        市町村事業 ８１４，９３３千円（雇用創出 約６５０人） 

 

(0)

 

 緊急地域雇用促進奨励金（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 6,000

 緊急地域雇用創出特別基金事業により雇用されていた方を、同事業の受託事業主が正式

雇用した場合に奨励金を支給することにより、短期間の臨時的雇用を安定した継続雇用に

つなげていきます。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   奨 励 金 一般労働者  １人当たり３０万円 

        短時間労働者  １人当たり１５万円 

 

(6,000)
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２ ものづくり・新産業創出 

 

 

◇新技術開発による産業の高付加価値化 

 

 

〈産学官共同研究企業数を倍増〉 

 

 福井県産力強化事業（産業労働部）  チャレンジふくい   県民参加  2,600

 本県ものづくり産業の競争力を強化するため、県内の企業、大学、行政等が足なみをそ

ろえ、本県の産力強化に必要な基本戦略を作成し、実行していきます。 

（１）福井県産力戦略本部の創設 

  県内の企業、大学、産業支援機関、行政による「福井県産力戦略本部」を創設し、

最先端技術開発や産学官共同研究を強力に推進します。 

   事業期間       １６年度～１８年度 

産力戦略本部の構成  本部長 知事、本部長代理 副知事 

                全体会議１０名、専門会議１０名 

（２）福井県知的財産活用プログラムの策定 

本県固有の技術やものづくりのノウハウなどの知的財産の創造、保護、活用を促進

するため、「福井県知的財産活用プログラム」を策定します。 

事業期間 １６年度 

 

（2,600）

 

 ふくい産学官共同研究推進総合事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  101,300

 先端的な技術開発を行う産学官共同研究に加えて、県内個々の企業や企業グループが大

学等と共同で取り組む幅広い分野での研究に対し補助を行うことで、新技術の開発を促進

します。 

（１）重点５分野での戦略的な産学官共同研究 

実施主体 （財）福井県産業支援センター 

補 助 率 国１／２ 県１／２ 

補 助 額 １０，０００千円以内 

（２）企業が中心となって行う産学官共同研究 

実施主体 県内企業を含む産学官共同研究グループ（１６グループ程度） 

補 助 率 １／２ 

補 助 額 ５，０００千円以内 

（３）工業技術センターと企業等との共同研究 

事業内容 企業ニーズに対応した共同研究の実施 

        工業技術センターが持つ技術シーズの製品化共同研究の実施 

 

(86,300)

 

 元気企業創出産学官パートナーシップ推進事業（産業労働部）  チャレンジふくい  ★ 2,700

 県が年間２００社以上の企業を訪問し、共同研究の提案を行うとともに、講演会、発表

会を実施することにより、産学官共同研究企業数の倍増を目指します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

 

(2,700)

 
 チャレンジふくい  

 産学官連携による「メイドインふくいソフト」開発支援事業（産業労働部）  県民参加  6,400

 産学官連携による福井発の独自のソフト開発に対して支援を行い、本県ＩＴ関連企業の

活性化を図ります。 

事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 (財)福井県産業支援センター、研究グループ（１０グループ程度） 

 

(6,400)
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 研究開発成果移転促進事業（産業労働部） ★ 2,600

 工業技術センターの持つ研究開発成果を確実に具体的な製品や事業化へ結びつけるた

め、産学官による事業化研究を行い、県内企業への技術等の移転を促進します。 

事業期間 １５年度～１９年度 

 

(2,600)

 

 

〈最先端技術開発を通じて地域産業を活性化〉 

 

 早期事業化促進技術開発補助金（産業労働部）  チャレンジふくい   県民参加  25,200

 産学官共同研究の成果や特許等を活用し、３年以内に事業化を見込むことのできる実用

化技術開発に要する経費の一部を助成し、新製品の開発および早期事業化展開を促進しま

す。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県内企業または企業グループ（５社程度） 

   補 助 率 １／２ 

   補 助 額 ５，０００千円以内 

 

(25,200)

 

 先端技術事業化アドバイザー事業（産業労働部） チャレンジふくい  2,000

  世界的な技術シーズ・ニーズ等に精通した研究者や企業等の有識者をアドバイザーとし

て委嘱し、研究開発や市場動向に関する情報交換や助言・提言を受けることにより、先端

技術の早期事業化を促進します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

 

(2,000)

 

 工業技術センター次世代ものづくり技術研究事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  94,550

 本県が有する産業活性化に有望な「炭素繊維開繊技術」「難加工金属材料加工技術」「レ

ーザ技術」をもとに、先端的ものづくり技術の研究開発を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

 

(0)

 

 地域科学技術振興研究事業（産業労働部） ★ 315,272

 本県で成長が期待される重点５分野を中心に、複数の試験研究機関の連携による研究事

業を実施することにより、本県の科学技術の振興を図ります。 

   事業内容 継続研究 ２６テーマ（カーボンナノチューブの量産技術研究 など） 

        新規研究 １２テーマ（磁性を有するガラスの研究 など） 

 

(0)
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〈付加価値の高い新商品の開発販売を支援〉 

 

 繊維産業自立化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  55,160

 中小繊維製造事業者等が、これまでの下請け賃加工形態から脱却し、自ら商品企画・開

発等を行い、市場に近いところで自ら販売を行うなどの自立化に向けた取組みに対して助

成します。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県内の繊維製造中小企業等（１１社程度） 

   補 助 率 １／２ 

   補 助 額 ５，０００千円以内 

 

(55,160)

 

 眼鏡産地デザイン力強化事業（産業労働部） ★ 2,000

 国内のデザイン関連学校と交流し、優れた眼鏡デザインの開発や蓄積を行うことによ

り、眼鏡産業のデザイン力の強化を図り、産地企業の競争力を強化します。 

事業期間 １５年度～１６年度 

実施主体 産地ブランド確立支援協議会 

 

(2,000)

 

 商品ブランド力育成による新市場開拓事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  8,000

  商品を効果的にＰＲするロゴやパッケージなどを、商品開発の専門家の指導によって見

直すことで、類似商品の差別化、識別化を図り、市場での競争力を高めていきます。 

 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 商品ブランドの確立に意欲的に取り組む県内中小製造事業者 

                              （７社程度） 

   補 助 率 １／２ 

   補 助 額 １，０００千円以内 

 

(8,000)

 

 新商品創出デザイン活用普及事業（産業労働部）  チャレンジふくい   ★ 11,900

  新商品の開発に取り組もうとする県内企業にデザイナーを仲介し、補助を行うことによ

り、デザインを活用した先進的で付加価値の高い新商品開発の取組みを支援します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 デザインの優れた新商品開発に意欲的に取り組む企業（５社程度） 

   補 助 率 １／２  

   補 助 額 １，８００千円以内 

(11,900)
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◇やる気のある企業や創業に対する強力なバックアップ 

 

 

〈５０００の新規創業を達成〉 

 
 新規創業支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 12,378

 創業を希望する３０社（人）に対して、産業支援センターの新事業コーディネーター等

が集中的にアドバイスを行い、意欲ある創業予定者の事業化を支援します。 

   事業期間 １５年度～ 

   実施主体 （財）福井県産業支援センター  

 

(6,189)

 

 創業支援体制連携強化事業（産業労働部） チャレンジふくい  4,000

 創業相談窓口を土日に開設するなど、創業支援強化に向けた商工会議所の新たな取組み

に対して助成を行い、新規創業を促進します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 福井県商工会議所連合会 

   補 助 率 １／２ 

 

(4,000)

 
 地域助け合いビジネス起業化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  2,630

  地域住民が中心となって介護や保育など地域の課題をビジネスとして解決しようとす

る取組みを支援し、地域の活性化とサービス産業の振興を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、(財)福井県産業支援センター 

   関  連 産業活性化支援資金貸付金（地域助け合いビジネス支援） 

 

(2,630)

 

 わくわく商店街づくり促進事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  2,200

 個々の商店が魅力的な商品やサービスを提供する「１店１品運動」の取組みを促進し、

商店街の活性化と県内商業者の競争力強化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 商店街振興組合等 

   補 助 率 国１／２ 県１／２ 

 

(1,100)

 

 先進的サービス業成功事例提供事業（産業労働部） チャレンジふくい  2,540

  県内外の先進的なサービス業に関する成功事例や事業手法に関する情報を県内に広く

提供し、サービス業の新たな事業展開を支援します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 (財)福井県産業支援センター 

 

(1,270)

 

 商業・サービス業次世代人材育成支援事業（産業労働部） ★ 3,000

  個店および商店街の強化のために、意欲のある中小小売商業者等を対象に講演、演習等

を行い、商店街の活性化を図ります。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 商工会議所・商工会等のうち３か所 

   補 助 率 国１／２ 県１／２ 

(3,000)
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〈県産業支援センターの充実〉 

 

 福井県産業支援センタープロジェクトマネージャー等設置事業（産業労働部） チャレンジふくい  26,928

 （財）福井県産業支援センターに、専門的見地から企業経営に助言を行い、企業の成長

を支援するプロジェクトマネージャー等を、公募により設置します。 

   実施主体 （財）福井県産業支援センター 

 

(15,576)

 

 

〈制度融資の拡充強化〉 

 

 開業特別支援資金貸付金（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  250,000

 創業予定者等に対して無担保で、第三者保証人を要せず、かつ、大規模な資金を提供す

る融資制度を創設します。また、県産業支援センターが事業計画の策定支援や経営全般に

わたるフォローアップを行い、新規創業者の前向きな取組みを強力に支援します。 

   貸付限度額 １００，０００千円 

   資金使途 運転資金および設備資金 

   融資期間 １０年以内（据置３年以内） 

   保 証 料 全額補給 

   貸 付 枠 １，５００，０００千円 
 

(0)

 
 意欲ある企業支援資金貸付金（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  ★ 250,000

 新たな分野や販路の開拓などにチャレンジする中小企業に対する支援の強化を図るた

め、創業後１年以上を経過した独自性とやる気のある中小企業者に対して、無担保で融資

を受けられる資金の限度額を３千万円から５千万円に拡大します。 

   貸付限度額 ５０，０００千円 

   資金使途 事業計画に基づく新規事業資金 

   融資期間 ７年以内（据置１年以内） 

   貸 付 枠 １，０００，０００千円 
 

(0)

 

 産業活性化支援資金貸付金（地域助け合いビジネス支援）（産業労働部） チャレンジふくい  120,000

  地域助け合いビジネスの事業展開に必要な資金を、中小企業者以外のグループ等にも融

資する制度を設け、新たな雇用機会の創出、地域経済の活性化を支援します。 

貸付限度額 ３０，０００千円 

   資金使途 運転資金および設備資金 

   融資期間 設備資金 １０年以内（据置１年以内） 

         運転資金  ７年以内（据置１年以内） 

保 証 料 １／２補給 

   貸 付 枠 ３００，０００千円 
 

(0)

 

 緊急経営改善借換資金貸付金（産業労働部） ★ 2,333,000

  借換えのための資金等を貸し付ける制度を設け、県内中小企業者の資金繰りの緩和や新

たな資金の確保を図り、経営の改善を支援します。 

   貸付限度額 ８０，０００千円 

   資金使途 県制度融資の借換資金、運転資金および設備資金 

   融資期間 １０年以内（据置１年以内） 

   貸 付 枠 ７，０００，０００千円 

(0)
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 中小企業再生支援資金貸付金（産業労働部） ★ 218,000

  福井県中小企業再生支援協議会が支援する中小企業者に対し、必要な資金を貸し付ける

制度を設け、中小企業者の再生に向けた取組みを支援します。  

   貸付限度額 ８０，０００千円 

   融資期間 １０年以内（据置２年以内） 

   貸 付 枠 １，０００，０００千円 

(0)

 

 

〈南青山２９１の機能拡充〉 

 

 「南青山２９１」ステージ機能拡充事業（産業労働部） チャレンジふくい  4,000

 「南青山２９１」における海産物加工品、農産物等の販売を拡充し、来館者数の増加を

図り、首都圏での県産品のＰＲを強化します。 

   事業期間 １６年度 

 

(4,000)

 

 ｢南青山２９１｣利用促進事業(産業労働部)  ★ 3,359

 「南青山２９１」の利用促進を図るため、福井の味覚の紹介を中心としたイベントや県

産品の展示販売を行うとともに、商品ごとの顧客の反応を調査し、今後の取扱品目に反映

します。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

 

(3,359)

 

 福井発「都市圏朝市」支援事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  2,900

  都市圏において県産農林水産物の販売活動を行う「ふくい朝市」を定期的に開催し、都

市部の消費者ニーズを踏まえた生産対策と継続的な販路開拓を図ることを支援します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 「南青山２９１」や都市圏の量販店等において開催（年６回） 

        生産者等の出展に対する支援 

 

(2,900)

 

 

〈県産品の売込み〉 

 

 大都市圏販路開拓強化事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  10,470

  大都市圏の企業等に人脈を持つ本県出身者等をアドバイザーに委嘱し、県内中小企業の

ための受注情報収集や新たな取引先の開拓を行い、都市圏での販路の拡大を図ります。 

   事業期間 １６年度～    

 実施主体 (財)福井県産業支援センター 

(5,472)
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◇人づくり 

 

 

〈ビジネススクールの開設〉 

 

 県立大学ビジネススクール開設準備事業（総務部） チャレンジふくい  ★ 1,158

 国際性と即戦力を備えた人材を養成するためのビジネススクールを県立大学に設置す

ることとし、平成１８年４月までの開設を目指して準備を進めます。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   事業内容 ビジネススクール開設準備会の開催等 

 

(1,158)

 

 県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  2,500

 県立大学にビジネススクールを設置するための第一歩として平成１６年度から６か月

間、事例研究など実践的な方式の短期課程を開設します。 

   事業期間 １６年度～ 

   開設場所 県立大学福井キャンパス、小浜キャンパス 

サテライトキャンパス 

   開設時期 １６年度後期 

 

(2,212)

 
 県立大学プレビジネススクール開講事業（総務部） チャレンジふくい  1,000

 ビジネススクールに対する県民のニーズを把握し、また、ビジネススクールの周知を図

るため、広く社会人を対象にビジネススクールのエッセンスを体験できるプレビジネスス

クールを開講します。 

   事業期間 １６年度 

開講場所 県立大学福井キャンパス、小浜キャンパス 

サテライトキャンパス 

開講時期 １６年度前期（福井、小浜各７回程度） 

 

(580)

 

 

 

◇新たな販路開拓 

 

 

〈東アジア・マーケット開拓戦略の策定と実施〉 

 

 繊維・眼鏡産業海外マーケット開拓支援事業（産業労働部） ★ 10,000

 繊維・眼鏡関連中小企業等が行う海外展示商談会への出展等を支援し、繊維・眼鏡製品

のさらなる需要拡大と販路開拓を図ります。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 繊維・眼鏡関連中小企業または企業グループ（１０社程度） 

   補 助 率 １／２  

   補 助 額 １，０００千円以内 

(10,000)
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 繊維製品東アジア販路開拓支援事業（産業労働部） 10,849

  中国の上海市、広州市において展示商談会を開催するとともに、国際的展示会であるイ

ンターテキスタイル上海への出展を支援し、福井県産繊維製品のＰＲと販路開拓を推進し

ます。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

 

(10,849)

 

 眼鏡産業中国マーケット開拓支援事業（産業労働部） ★ 2,341

  中国国内における展示会の開催や中国眼鏡市場の動向調査を支援し、眼鏡製品の中国に

おける販路開拓を推進します。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

 

(2,341)

 

 

〈県海外事務所機能の再構築と上海事務所の充実強化〉 

 
 東アジア海外事務所機能強化事業（総務部） チャレンジふくい  13,731

  成長著しい東アジア市場における本県企業の販路開拓等の取組みを積極的にサポート

するため、上海事務所にビジネスコーディネーターを配置するなど、事務所体制の強化を

図ります。これに伴い、事業の選択と集中の観点から、ニューヨーク事務所、ミラノ事務

所を廃止します。 

(13,731)

 

 

 

◇先端産業の誘致 

 

 

〈大胆な企業誘致の展開〉 

 
 企業誘致アタック５００推進事業（産業労働部） チャレンジふくい  3,000

  本県への企業立地をより一層促進するため、年間延べ５００社に対する企業誘致活動を

展開します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 立地する可能性が高い企業への訪問等 

 

(3,000)

 

 立地企業関係強化事業（産業労働部） チャレンジふくい  1,000

  県と市町村が協力し、県内に既に立地している企業との意見交換の場を設け、立地企業

に対するアフターケアを行うとともに、増設や関連企業の誘致を促し、県内産業の継続的

な発展・活性化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

 

(1,000)

 

 企業立地促進補助金（産業労働部） ★ 915,198

 本県への企業立地を促進するため、土地の取得費や造成費などに対して補助を行い、本

県の産業構造の高度化と雇用機会の拡大を図ります。 

事業期間 １３年度～１７年度 

対象業種 先端技術産業、一般製造業、情報サービス業、試験研究所 

(915,198)
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 誘致企業支援補助金（産業労働部） 電源  ★ 68,213

 地域間競争が激化する中、従来からの補助制度（企業立地促進補助金）と併せ、企業ニ

ーズに即したきめこまやかな補助制度を設け、企業立地を一層促進し、雇用機会の拡大や

県内産業の活性化を図ります。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

 

(0)

 
 産業団地整備事業補助金（産業労働部） 電源  244,500

  市町村が行う産業団地の造成に対して補助し、地域産業の活性化と雇用機会の拡大を図

ります。 

   事業期間 １６年度～１７年度 

   実施主体 三方町 

   補 助 率 ２／３以内 

 

(0)

 
 産業団地企業導入調査事業（産業労働部） チャレンジふくい   電源  7,350

  より効果的に企業誘致活動を展開するため、民間約６，０００社の県外企業を対象にア

ンケート調査等を行い、本県への立地可能性の高い企業を発掘します。 

   事業期間 １６年度 

 

(0)
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３ 福井の豊かさを支える農林水産業 

 

 

◇農業 

 

 

〈農業生産法人数・認定農業者数を１．５倍に〉 

 

 新規就農サポート事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  16,620

  次代を担う農業者を確保するため、優良農家での研修や奨励金の交付等により新規就農

者の育成、確保を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村 

   補 助 率 県１／２ 市町村１／２ 

        県１／４ 市町村１／４ （就農者１／２） 

   事業内容 新規就農者農家等受入研修支援事業（県） 

        新規就農者経営支援事業（市町村） 

        ・新規就農研修奨励金 

        ・就農開始小農具等整備奨励金 

        新規就農者住宅確保支援事業（市町村） 

(16,620)

 

 生産組織高度化支援事業（農林水産部） ★ 8,000

  機械共同利用組織や受託組織等が高度な経営体である協業組織や農業法人となるよう、 

経営分析や経営相談を行います。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   事業内容 組織形態の高度化を目指す生産組織の認定 

        組織形態の高度化に向けた支援活動の実施 

 

(8,000)

 

 ふくいアグリスクール開催事業（農林水産部） チャレンジふくい  1,920

  農業に意欲と夢を持った若者等が現在の職業に従事しながら就農のための基礎知識や

技術を習得できるよう、就農準備校を開催し、専門の講師による指導を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

 

(960)

 
 
〈地域における生産組織を育成し、農業経営の低コスト化の推進と品質向上に向けた支援〉 

 

 企業的農業経営育成事業（農林水産部） チャレンジふくい  1,000

  従来の家業的農業から、企業的経営による高所得農業を実現するため、代表的畑作地帯

である坂井北部丘陵地をモデル地区として設定し、企業的農業経営体の創設や各団体によ

る農業の企業化に向けた諸課題の調査、検討を行います。 

   事業期間 １６年度 

   事業内容 企業的農業経営検討委員会の設置 

 

(1,000)
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 村落広域営農支援事業（農林水産部） チャレンジふくい  91,997

  集落農業を基本としつつ、集落を超えた新たな地域営農体制、更には旧村単位等の広域

的な営農体制を整備し、生産性の高い水田農業の確立を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村、農業協同組合、営農集団等 

   補 助 率 １／２、１／３ 

   事業内容 推進事業          

        組織育成事業    

        地区条件整備事業  

(91,997)

 

 米政策改革円滑推進事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  71,500

  大麦、大豆の高品質生産および生産調整の対応として加工用米の取組みを推進すること

により、需要に応じたものづくりと安定した経営体の育成を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 農業者、営農集団 

   補 助 率 県１／２ 市町村１／２ 

   事業内容 大麦・大豆品質向上奨励事業 

        加工用米推進事業 

 

(71,500)

 

 水田農業ビジョン生産対策推進事業（農林水産部） 9,170

  各市町村において策定される地域水田農業ビジョンの実現に向け、米、麦、大豆ともに

消費者ニーズに即した品質のものを安定的に生産するため、一体的な生産振興を図りま

す。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、経済連等 

   補 助 率 国１／２（実施主体１／２） 

   事業内容 水田農業ビジョン促進事業 

        水田農業レベルアップ事業 

(375)

 

 高収益園芸品目緊急育成事業（農林水産部） チャレンジふくい  37,000

  高収益園芸品目（スーパー越のルビーとクリスマスイチゴ）の生産のために必要な設備

整備に対して支援を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 市町村、農業協同組合、営農集団 

   補 助 率 １／２ 

(37,000)

 

 若狭牛生産施設整備事業（農林水産部） 12,250

  畜舎および省力的機械等の整備に対し補助を行い、若狭牛の生産拡大を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 畜産農家等 

   補 助 率 １／２、１／３ 

 

(12,250)
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〈熟年農業者のグループ化を促進〉〈女性農業グループの育成、女性の感性を活かした農業経営の推進〉 

 

 いきいき女性・熟年農業者活動支援事業（農林水産部） チャレンジふくい  ★ 15,300

  女性と熟年農業者のグループを育成するとともに、商品開発や簡易な施設等整備に加え

て、新たに空き店舗を利用した販売促進活動に対し支援を行うことにより、農業の活性化

を図ります。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村、農業協同組合、女性・熟年農業者グループ 

   補 助 率 １／２、１／３ 

 

(13,300)

 
 
〈福井型食生活の提案、地産地消および県産食材給食を強力に推進〉 

 
 ふくい食の安全・安心推進事業（福祉環境部） 1,400

  生産者から製造、流通、消費者および行政関係者で構成する「ふくい食の安全・安心県

民会議（仮称）」を開催し、県民が一体となって食の安全・安心を確保します。 

   事業内容 食に関係する幅広い県民の意見交換会の実施 

        食の安全・安心の普及啓発のためのシンポジウムの開催 

 

(1,400)

 

 福井型食生活推進事業（農林水産部） ★ 18,750

  福井型食生活の定着に向けて、生産者、消費者、教育・保健関係者が連携して情報の提

供と意識啓発を行い、福井の地産地消運動や食育を進めます。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村等 

   補 助 率 国１／２（実施主体１／２） 

        県１／２（実施主体１／２） 

(10,524)

 

 地場産学校給食推進事業（農林水産部） ★ 9,880

  生産者の顔が見える安全で安心な食材を使った地場産学校給食を促進します。 

（１５年度実施校６０校） 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村、農林水産業の生産者組織・団体 

   補 助 率 １／２ 

(7,080)

 
 
〈生産者の顔が見えるシステムの確立〉 

 

 福井県産農林水産物トレーサビリティ確立推進事業（農林水産部） ★ 36,890

  県産農林水産物の生産から流通、消費に至るまでの生産履歴情報を消費者に提供する体

制整備を推進します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、市町村、農業協同組合等 

   補 助 率 １／２ 

(34,146)
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 ＪＡＳ法に基づく食品表示適正化事業（農林水産部） ★ 3,115

  ＪＡＳ法に基づく食品表示制度の充実強化のため、表示ウオッチャーの設置等による県

内食料品店の調査・指導を行い、制度の普及啓発に努めます。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

(1,558)

 

 顔の見える福井県産農林水産物販売促進事業（農林水産部） ★ 50,358

  県産農林水産物における安全・安心の取り組みについて、積極的なＰＲを行うことによ

り販売促進を図ります。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、経済連、食肉事業協同組合連合会等 

   補 助 率 １／２ 

(50,358)

 

 
〈環境調和型農業の普及促進と流通体制の整備〉 

 

 環境調和型農業ふくいモデル育成事業（農林水産部） ★ 14,000

  環境調和型農業に取り組む知事認定のエコファーマーをグループ化し、研修会等を実施

するとともに、新たな生産方式の導入に必要な生産資材や病害虫の防除に対して支援を行

います。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、モデル集団 

   補 助 率 １／２ 

(11,550)

 
 
〈鳥獣被害対策の強化〉 

 

 鳥獣害のない里づくり推進事業（部局連携：福祉環境部・農林水産部） 県民参加  65,900

  有害鳥獣防除・駆除を県下一斉に行うことによりイノシシから「里地・里山線」を防御

し、農林業被害の拡大を防止するとともに、有害鳥獣の生息密度の高い地域などの重点的

な防除指導や専門家育成により県内の鳥獣害防止体制の強化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町村、各市町村鳥獣害対策協議会 

   事業内容 広域一斉防除・駆除、電気柵、捕獲檻の設置 

有害鳥獣分布等の情報収集・分析 

野生鳥獣被害防除推進員、駆除隊員の養成 

(56,021)

 
 
〈「エコ・ツーリズム」、「グリーン・ツーリズム」の推進〉 

 

 福井型エコツーリズム推進事業（福祉環境部） チャレンジふくい  ★ 1,386

  モデル地域における自然体験プログラムの開発を行い、福井県独自の魅力を活かした

「福井型エコツーリズム」の推進に取り組みます。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

(1,386)

 

 地域ぐるみ体験交流支援事業（農林水産部） 2,970

  都市と農山漁村の交流拡大による地域の活性化を図るため、地域ぐるみの活動や体験交

流施設の連携等を推進します。 

   事業期間 １４年度～１８年度 

   事業主体 県、市町村 

   補 助 率 国１／２（実施主体１／２） 

(485)
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◇林業 

 
 

〈県産材の利用率を５０％以上に〉 

 

 良質住宅普及促進事業（土木部） ★ 136,000

  法律により良質であると認められた住宅で、県産材を５０％以上使用する住宅を新築

し、または購入しようとする者に対して補助を行います。 

   補 助 額 一戸当たり４００千円 

       （克雪住宅、二世帯住宅等の場合、４００千円上乗せ） 

(136,000)

 

 木とのふれあい施設づくり推進事業（農林水産部） 31,700

  森林資源の循環的利用を進めるため、公共木造施設の建設にかかる経費に助成し、木材、

間伐材の需要拡大を図ります。 

事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 市町村 

   補 助 率 国１／２（市町村１／２） 

(0)

 

 安心と満足の福井材ふれあい事業（農林水産部） ★ 10,945

  福井材と県外産乾燥材との価格差を補てんし、生産量を増やすことで中期的なコストダ

ウンを図り、福井材を使った木造建築を増やします。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 県、福井材生産認定業者 

   補 助 額 ７，０００円／ｍ3 

(10,665)

 

 木とのふれあい環境づくり推進事業（農林水産部） ★ 10,000

  福祉施設や教育施設への県産材の活用や、イベントでの県産材を用いたＰＲ製品の頒布

などを支援することにより、県産材の需要拡大を推進します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 市町村、各種法人等 

   補 助 率 １／２ 

(10,000)

 
 
〈意欲のある林業者を支援〉 

 

 ふくいの森ビジネス活性化事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  14,100

  低コストで山から市場へ木材が流れる体制を整備するため、抜き伐りによる伐採活動を

積極的に行う森林所有者のグループ化や低コストで伐採搬出を行う事業者グループを育

成します。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県、福井県木材市場素材生産組合 

   補 助 額 作業路 １，０００円／ｍ定額 

   事業内容 施業活性化グループ育成事業   

        森づくり隊結成支援事業     

        伐採搬出用作業路開設支援事業  

(10,050)
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〈マツクイムシ被害防除を推進〉 

 

 松くい虫被害総合対策事業（農林水産部） 92,729

  公益的機能の高い松林について、重点的に防除を推進します。 

   予防事業   ８２３ｈａ 

   駆除事業等 ６，１４０m3 

(54,199)

 

 

 

◇水産業 

 

 

〈「漁業者の顔が見える」流通システムの確立〉 

 

 がんばる海業(うみぎょう)支援事業（農林水産部） チャレンジふくい   県民参加  7,030

  地域の意欲ある漁業者の活動や組織強化を支援し、起業に向けた取組みに助成するとと

もに、次代を担う小中学生の漁業への理解を深め、意欲と能力のある担い手を育成します。 

   事業期間 １５年度～１９年度 

   実施主体 県、福井県漁業協同組合連合会、福井県漁業就業者確保育成センター 

   補 助 率 国１／２ 県１／２ 

        県１／２（実施主体１／２） 

(5,765)

 

 産地ふくい水産流通機能強化事業（農林水産部） ★ 2,369

  県産水産物（養殖魚）のトレーサビリティシステムの導入のための検討会や研修会を開

催するとともに、また、学校給食への県産水産物の導入に向けた取組みを推進します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 県、福井県漁業協同組合連合会 

   補 助 率 国１／２ １／３（実施主体１／２、２／３） 

(150)

 
 
〈「越前がに」などのブランドを育成、水産物の高付加価値化〉 

 

 ふくい生まれのアユ増産事業（農林水産部） 県民参加  12,000

  栽培漁業センター等の既存施設を活用した県産アユの増産体制を確立し、福井生まれ、

福井育ちの「ふくいアユ」の地域ブランドを確立することにより、内水面漁業の振興を図

ります。 

   事業期間 １６年度～２０年度 

(12,000)

 

 安全でおいしい若狭ふぐ高品質化事業（農林水産部） 6,800

  「若狭ふぐ」のブランドとしての地位を確立し市場価格を高めるため、現在の市場が求

めている「安全でおいしい」トラフグの養殖技術を開発し、高品質化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県、福井県かん水養魚協会 

   補 助 率 国１／２ 県１／４（実施主体１／４） 

(3,333)
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Ⅱ 元 気 な 社 会 

 

 

４ 女性の元気が福井の元気 

 

 

◇女性の持つ優れた感性を県政に反映 

 

 

 福井女性会議開催事業(総務部) ★   1,840

  県内の女性を広く募り、県政の様々な課題について意見や提言を求め、女性の持つ優れ

た感性や発想を県政に反映させます。 

   対象者 県内在住の２０歳以上の女性 ５０名程度（一般公募） 

(1,840)

 

 男女共同参画海外調査派遣事業（県民生活部） 4,200

 自主企画により男女共同参画に関する海外調査を行うグループに助成するとともに、諸

外国有識者を含めたシンポジウムを開催し、本県における男女共同参画社会の形成を強力

に進めます。 

事業期間 １６年度～１８年度 

実施主体 男女共同参画海外調査派遣事業実行委員会 

補 助 率 １／２（６０万円×２グループ） 

事業内容 海外調査に要する経費の助成 

グローバルシンポジウムの開催 

 

(4,200)

 

 

 

◇女性の起業や経営革新を支援 

 

 

 女性企業家支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 2,000

  女性が創業や経営革新に取り組みやすい環境を整備するため、女性企業家のための相談

窓口を設置するとともに、女性の異業種交流会を開催します。 

   事業期間 １５年度～ 

   実施主体 （財）福井県産業支援センター 

 

(1,000)

 

 

 

◇子育てと自己実現のための活動が両立できる環境づくり 

 

 

〈活き活きとした子育て環境づくり〉 

 

 「母親手作り子育て情報誌」作成事業（福祉環境部） チャレンジふくい   県民参加   電源  3,140

 母親の実体験に基づく知恵や保育現場で蓄積されたノウハウ等、母親が求めている情報

を盛り込んだ「母親手作り子育て情報誌」を作成し、家庭に配布することにより、子育て

不安を解消し、安心して子育てができるようにします。 

(0)

 

 

予 算 額 
（単位：千円）
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 子育てにやさしいまちづくり推進事業（福祉環境部） ★ 14,730

  ＮＰＯとの連携や、市町村での子育て支援体制の強化を図り、子育てにやさしいまちづ

くりを進めます。 

   実施主体 県、市町村 

   事業内容 子育て中の親の悩み等に応える専用電話（子育てママダイヤル）の設置 

        地域の公共スペースを活用した親子交流会、子育て相談の実施 等 

(6,267)

 

 第三次子育て支援総合計画（仮称）策定事業（福祉環境部） ★ 4,200

 子どもを安心して生み育てることができる社会の実現を目指して、第三次子育て支援総

合計画（仮称）を策定します。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

(4,200)

 

 

〈幼稚園・保育園での預かり保育やきめこまかな子育てサービスを充実〉 

 

 特定保育事業（福祉環境部） 4,769

 保育所に入所していない児童の保護者が、パートタイム労働などで一時的に養育困難と

なった場合、月単位で必要な日時に児童の保育が受けられるようにします。 

実施主体 市町村（保育所に委託） 

補 助 率 国１／２ 県１／４（市町村１／４） 

(1,590)

 

 すみずみ子育てサポート事業（福祉環境部） チャレンジふくい   県民参加   電源  8,600

  病気、冠婚葬祭などで一時的に子育てに対する支援が必要となった場合、保育サービス、

家事代行サービス、保育所等への送迎などＮＰＯ等が行うきめこまかな子育てサービスに

対して経費の一部を助成します。 

   実施主体  市町村（ＮＰＯ等に委託） 

   補助基準額 ７００円／時間（うち半額は利用者が負担） 

   補 助 率  １／２ 

(0)

 

 

〈児童館・児童センター等の整備を促進、放課後児童クラブを育成・充実〉 

 

 こども家族館（仮称）設計準備事業（福祉環境部） 3,100

  嶺南地域に「こども家族館（仮称）」を建設するため、準備事業を行います。 

   実施年度 平成１６年度  建設予定地 大飯町成海 

   事業内容 設計業者選定（プロポーザル） 実施検討委員会の設置 

(3,100)

 

 保育所施設整備費補助金（福祉環境部） 303,253

  公立および私立の保育所の改築や移築に要する経費に助成し、入所児童の福祉向上を図

ります。 

   実施主体 市町村、社会福祉法人等 

   補 助 率 国１／２ 県１／４（設置者１／４）ほか 

対象保育所数 ６施設 

(155,553)
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 放課後児童クラブ育成事業（福祉環境部） 98,978

  昼間保護者のいない家庭の小学校低学年児童に遊び場等を提供するため、地域で運営さ

れる児童クラブに対し助成を行い、児童の健全育成を図ります。 

   実施主体  市町村 

   補助基準額 登録児童数に応じて 635千円～3,395千円 

補助率   標準児童クラブ 国１／３ 県１／３（市町村１／３） 

      ミニ児童クラブ １／２ 

(56,709)

 

 

〈「まちなかキッズルーム」（休憩室・授乳室）を100か所設置〉 

 

 まちなかキッズルーム設置促進事業（福祉環境部） ★ 35,000

  乳幼児連れの利用者が見込まれる施設において、授乳施設やおむつの交換設備等の整備

を促進し、家族がいつでも気軽に外出できる環境をつくります。 

   実施主体 県、市町村 

   整備箇所数 県施設 １０箇所 市町村・民間施設 １５箇所 

   補 助 率 市町村有施設 １／２ 

         民間施設   県１／２ 市町村１／４（事業者１／４） 

(35,000)

 

 

〈「病児デイケア」を全市に設置〉 

 

 病児デイケア促進事業（福祉環境部） チャレンジふくい   電源  20,559

  病気中やその回復期にあって集団保育が困難な児童を病院や保育所等で一時的に預か

るサービスの実施に必要な経費に助成し、病児デイケアの充実を図ります。 

   実施主体 市町村（病院等に委託） 

   補 助 率 病児保育  １／２ 

病後児保育 国１／３ 県１／３（市町村１／３） 

(8,863)

 

 

〈小児救急・周産期医療ネットワークの整備〉 

 

 小児救急医療支援事業（福祉環境部） ★ 4,792

  小児医療について、病院の輪番制による夜間救急医療体制を確立し、急な入院加療が必

要な子どもに対して的確な治療が行える体制を整備します。 

   事業期間 １５年度～ 

   実施主体 市町村 

   補 助 率 国１／３ 県１／３（ 市町村１／３） 

(2,441)

 

 周産期医療体制運営事業（福祉環境部） 142,531

 危険性の高い妊娠や出産における安全性を確保するために、高度専門的な医療を提供

します。 

   事業内容 総合周産期母子医療センターの運営 

        周産期医療協議会の開催 

        周産期医療情報ネットワークの運営 

(128,571)
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〈子育て家庭等の経済負担を軽減〉 

 

 不妊治療費助成事業（福祉環境部） 県民参加  10,044

 不妊治療を受けたい夫婦の経済的負担を軽減するため、治療費の一部を助成します。 

   助成対象 体外受精および顕微受精に要する検査費および治療費 

   助 成 額 治療費の１／２（年額１０万円限度） 

   助成期間 ４年間（国の制度－２年間 本県独自制度として２年延長） 

(5,022)
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５ 未来を託す人づくり 

 

 

◇未来を託す人づくり 

 

 

〈高校生の学力向上〉 

 

 

 

 教員指導力向上事業（教育庁） ★ 1,700

 大手予備校講師を招き、教員を対象に実践的な研修会を開催し、高校教員の教科指導力

の向上を図ります。 

   事業内容 教科指導法、入試問題の分析方法等の研修 

(1,700)

 

 高校生学力向上推進支援事業（教育庁） 県民参加  15,000

  学習合宿の実施や、大学のオープンキャンパスへの参加など各高校独自の企画による学

力向上のための取組みに対し、重点校と努力校を指定して支援することにより､高校生の

学力全国１０位以内の実現を目指します。 

   対 象 校 普通科、総合学科設置校１８校 

(15,000)

 

 高校生基礎学力診断テスト実施事業（教育庁） 1,600

 高校入学段階と１年生終了時に基礎学力診断テストを実施し、生徒一人ひとりの弱点に

応じた学習指導を行うことにより、基礎学力の確実な定着を図ります。 

   対 象 者 普通科、総合学科設置校の１年生 

(1,600)

 

 

〈30人学級編成の導入〉 

 

 元気福井っ子笑顔プラン事業（教育庁） 326,324

  小学校３～５年においては、ティーム・ティーチングや少人数での指導を強化するとと

もに、小学校６年から中学校３年においては、少人数学級編制の段階的な導入を進め、き

め細かな教育体制の充実を目指します。 

   事業期間 １６年度～ 

   配置教員数 ４６人 

(326,324)

 

 

 高等学校学力向上教員配置事業（教育庁） 85,128

 県立高等学校に教科指導および進路指導の中核となる指導的教員を配置し、教科指導力

の向上、生徒個々に応じた進路指導の充実および学習時間の確保等を図ることにより、高

校生の学力全国１０位以内の実現を目指します。 

   配置教員数 １２人 

(85,128)

 中高一貫教育推進教員配置事業（教育庁） 56,752

  中高６年間の計画的・継続的な教育課程の編成や指導方法の工夫、中高の交流活動

の研究などを行うために教員を配置し、本県にふさわしい中高一貫教育を推進しま

す。 
   対 象 校  研究校（新規） 金津高校、丹生高校、美方高校 
         実施校     武生高校池田分校 
   配置教員数 ８人 

(56,752)
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 ボランティアによる低学年学校生活支援推進事業（教育庁） 県民参加  64,111

 小学校１、２年において、児童の学校生活を支援するボランティア制度の導入を推進し、

きめ細かな教育体制の充実を目指します。 

   事業期間 １６年度～１７年度 

   実施主体 市町村    

   補 助 率 １０／１０ 

事業内容 ボランティア活動にかかる保険料、謝金の補助 

(64,111)

 

 

〈きめこまかな教育体制の充実〉 

 

 私立高等学校魅力アップ推進事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  300,000

  私立高等学校の特色ある教育の推進や開かれた学校づくりに係る事項に着目し、取組み

に応じて加算補助することにより、各校の魅力アップを推進します。 

   事業期間 １６年度～ 

   補 助 額 特色教育推進加算     ２５０,０００千円 

        開かれた学校づくり推進加算 ５０,０００千円 

 

(300,000)

 

 県立学校リフレッシュ事業（教育庁） 電源  1,222,990

  平成１６年度から電源立地交付金も活用して、県立学校の改築・リフレッシュ工事の一

層の促進を図り、県立学校の快適な学習環境を整備します。 
   事業内容 ７校を整備（平成１６年度） 
 

(303,492)

 

 県立高等学校冷房設備設置促進事業（教育庁） ★ 113,925

  県立高校において、ＰＴＡ等による教室への冷房設備の設置と併せ、必要となる諸施

設を整備し、生徒の学習意欲の向上を図ります。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   事業内容 電源設備の増設および改造工事 

        電気配線等の主要幹線設備工事 

 

(925)

 

 県民参加による県立大学地域貢献研究推進事業（総務部） 20,130

  県立大学の教員研究費のあり方を一部見直し、県の行政施策や地域社会のニーズを反映

した特色ある研究に対して、県民等で構成する委員会の意見を踏まえ奨励研究費を交付

し、その成果を地域社会に還元します。 

事業期間 １６年度～ 

   交 付 額 １件１００万円以内 

   交付件数 ２０件以内 

 

(20,130)

 

 県立大学授業改善活動（ファカルティ・ディベロップメント）実施事業（総務部） 599

  大学間競争が激化する中、質の高い授業を提供するため、学生、教員の参加による授業

の改善を行い、大学の教育力の向上に取り組みます。 

   事業期間 １６年度～ 

   事業内容 学外講師による研修会の開催、学生による授業評価等 

 

(599)
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 運動部活動いきいき事業（教育庁） ★ 3,453

  地域のスポーツ指導者を学校に派遣するとともに、顧問教員の資質向上を図るための研

修会を開催し、運動部活動を通じた児童生徒の体力向上を図ります。 

   実施主体 県、市町村 

   補 助 率 国１／３ 県１／３ 

 

(1,877)

 

 家庭・地域・学校連携教育力向上推進事業（教育庁） ★ 2,800

  家庭・地域・学校がそれぞれの役割を果たしつつ、連携しながら教育課題を解決し、社

会全体の教育力を向上させるための実践研究を行います。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

 

(2,800)

 

 みんなが決めよう「我が家の三原則」事業（教育庁） 6,524

  家庭教育における児童・生徒に必要な生活習慣や社会性を養うため、啓発活動による意

識の高揚および子育てサポーターの設置による支援体制の強化を図ります。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

   実施主体 県、市町村 

   補 助 率 １／２ 

 

(1,467)

 
 ボランティア体験「ユースチャレンジャー隊」事業（県民生活部） 県民参加  10,500

 青少年がボランティア活動を通して人とのつながりを取り戻し、心のよりどころと達成

感を得られるよう、ボランティアリーダーを中心に各地域で清掃活動などの社会貢献活動

を展開し、少年非行を抑止するとともに健全な青少年の育成を図ります。 

事業内容 地域ボランティアリーダーの選定 

青少年ボランティアの募集およびボランティア活動の実施 

（県内７地区で実施） 

 

(10,500)

 
 青少年非行防止・マナーアップ推進事業（県民生活部） 県民参加  3,340

 少年非行の増加傾向を抑止するために、県下一斉の街頭補導活動、公共交通機関でのマ

ナー指導および県内主要ショッピングセンター等での非行防止キャンペーンを実施しま

す。 

実施主体 県 

協力機関 青少年愛護センター、学校、警察 

公共交通機関、青少年育成県民会議、青少年育成市町村民会議 等 

 

(3,340)
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〈英語などの会話力養成〉 

 

 英会話力向上事業（教育庁） ★ 4,655

 小・中・高等学校における英会話力向上のための取組みを推進し、児童・生徒の英会話

能力を育成します。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

   対 象 校 小・中・高等学校４９校 

 

(4,655)

 

 

〈「福井型コミュニティスクール」を全市町村に創設〉 

 

 「福井型コミュニティ・スクール」推進事業（教育庁） ★ 3,732

  家庭・地域との連携による新しいタイプの学校づくりのため、モデル校を指定し、本県

にふさわしい「福井型コミュニティ・スクール」のあり方を研究します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   対 象 校 小・中学校１１校 

 

(3,732)
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６ 活き活きやさしい福井づくり 

 

 

◇元気百歳プロジェクト 

 

 

〈がん検診の徹底〉 

 

 元気長生きがん予防推進事業（福祉環境部） ★ 1,800

 県民への意識啓発や、市町村等が行うがん検診の充実強化に向けた評価および指導を行

うことにより、がん予防対策を強化します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   事業内容 普及啓発事業 

        市町村がん検診評価事業 等 

(1,800)

 

 

〈高度な陽子線技術をがん治療に応用〉 

 

 福井県陽子線がん治療センター（仮称）基本計画策定事業（総務部） 800

  若狭湾エネルギー研究センターにおける陽子線がん治療研究の成果を活かし、陽子線が

ん治療の専門施設として、「福井県陽子線がん治療センター（仮称）」を整備するための調

査検討を行い、基本計画を策定します。 

   事業内容 基本計画策定委員会の設置 

        基本計画の策定 

(800)

 

 

〈「健康寿命」の引き上げ〉 

 

 高齢者の体力づくり研修・普及事業（福祉環境部） ★ 1,664

  高齢者が個人に応じた健康づくり活動を実践できるように、老人クラブ連合会が行うリ

ーダー養成研修等を支援します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 （財）福井県老人クラブ連合会 

   補 助 率  国１／２ 県１／２ 

(832)

 

 一団体一健康づくりネットワーク化事業（福祉環境部） ★ 3,310

 健康づくりに取り組んでいる団体等に関する情報を提供し、県民自らが積極的に健康づ

くりに参加できる環境を整備します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   事業内容 「ふくい健康広場」ホームページの運営 

        健康づくり推進大会の開催 等 

(0)

 

 セルフケアの健口（けんこう）づくり事業（福祉環境部） ★ 9,770

   県民の歯の健康づくりを推進するため、子どもから高齢者まで各ライフステージに応じ

た歯と口の健康づくりに取り組みます。 

   事業内容 事業所および市町村に出向いての歯科健診指導 

        歯科医療従事者研修会の開催 等 

(0)
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◇一人ひとりの命が輝く福祉 

 

 

〈障害者が安心でき、夢を持てる社会づくり〉 

 

 

 

 障害者自立活動促進事業（福祉環境部） 1,650

  障害者の自立を促進するため、障害者自らが企画した自立活動計画の実現に資する自立

支援施設や企業等での実践活動を支援します。 

助成対象 実践活動のため、県外の施設、企業等を訪ねる旅費 

   補 助 率 ２／３ 

(1,650)

 

 「障害者の自立を考えるフォーラム2004」開催事業（福祉環境部） 2,600

  全国の障害者自立生活センター関係者等が参加するフォーラムを開催し、障害者の自立

意識の高揚と自立活動を促進します。 

   委 託 先 ＮＰＯ法人等 

事業内容 １日目 基調講演、シンポジウム ２日目 テーマ別分科会の開催 

(1,300)

 

 

 

〈デイサービスやホームヘルプサービスの一層の充実〉 

 

 地域共生型デイサービス支援事業（福祉環境部） チャレンジふくい   県民参加   電源  20,000

  ＮＰＯ法人等が既存の民家等を活用してデイサービスを行う際の施設整備等に対し助

成します。 

   事業期間  １６年度～１８年度 

実施主体  ＮＰＯ法人等 

補 助 率  １／２ 補助限度額 2,500千円 

(0)

 障害児夏休み等生活支援事業（福祉環境部） 電源  2,426

  夏休み等長期休暇中に障害児の日中介護を行う民間団体等に助成し、障害児および保護

者が安心して生活できるよう、支援体制を充実します。 

   実施主体 市町村（民間のサービス提供団体等に委託） 

   補 助 率 １／２  

(263)

 障害者地域生活推進特別モデル事業（福祉環境部） ★ 22,500

  心身等に障害のある方が、施設から地域生活へ円滑に移行ができるように、障害者ケア

マネージャーの配置など生活支援体制の向上のため、市町村が実施するモデル事業を支援

します。 

   実施主体 市町村 

   補 助 率 国１／２ 県１／４（市町村１／４） 

   事業内容 地域生活推進員、ケアマネージャーの配置等 

(7,500)

 知的障害者グループホーム支援事業（福祉環境部） 電源  ★ 28,125

 知的障害者グループホームが行なう安全対策設備等の整備に対し助成し、グループホー

ムの設置を促進します。 

   実施主体 障害者グループホームを運営する社会福祉法人 

   助成対象 スプリンクラー等の安全対策設備の設置費 

        共同生活用備品の購入費 

   補 助 率 ３／４ 

(0)
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〈ＮＰＯ、ボランティアや地域ｺﾐｭﾆﾃｨと連携して、地域全体で高齢者、障害者等を支える体制を整備〉 

 

 いきいき支え合い地域づくり事業（福祉環境部） 県民参加  5,500

 市町村地域福祉計画に基づき、地域が主体となって行う高齢者、障害者および子どもた

ちを支えるための仕組みづくりを支援し、地域福祉を推進します。 

  事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 市町村（ＮＰＯ等に委託、または補助） 

   補 助 率 １／２  

(5,500)

 

 福祉ボランティア活動の場づくり支援事業（福祉環境部） ★ 3,200

 市町村社会福祉協議会が行うボランティア団体の活動の場の確保に対して助成を行い、

ボランティア活動の一層の推進を図ります。 

   実施主体 市町村社会福祉協議会 

   補 助 率 国１／３ 県１／３（市町村社協１／３） 

(1,600)

 

 福祉の地域づくり推進支援事業（福祉環境部） ★ 3,100

 住民の主体的参加による様々な地域福祉活動が一層活発に展開されるよう、ボランティ

ア団体の代表者等による実践発表交流会の開催や地域福祉活動を担うリーダーの養成研

修を行います。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(1,550)

 

 地域福祉推進拠点施設整備事業補助金（福祉環境部） ★ 397,571

 地域のニーズに応じた福祉活動の拠点施設の整備に対し助成し、地域福祉の向上を図り

ます。 

   実施主体 市町村 

   対象施設 勝山市福祉健康いきいきセンター（仮称） 

        上中町福祉・保健総合拠点施設 （仮称） 

   補 助 率 １／２  

(0)

 

 地域小児療育機能強化検討事業（福祉環境部） 400

  県内全ての障害を有する児童が、身近な施設で診療および回復訓練を受けられるよう、

地域における小児療育機能を充実するための方策について検討を行います。 

   検討内容  整備が必要な療育機能の内容、設置場所、運営方法 等 

 

(400)

 

 精神科救急医療システム整備事業（福祉環境部） 20,721

  緊急な医療を必要とする精神障害等に対し、昼夜一貫した医療が適切に提供できるよ

う、輪番制による24時間受け入れ体制を整備します。 

   実施時間  毎日 17:00～翌日9:00 休日昼間 9:00～17:00（実施済） 

   指定病院数 嶺北地区－県立病院ほか６病院 

 嶺南地区－公立小浜病院ほか３病院 

(10,361)

 

 こころのケア推進事業（福祉環境部） 3,900

  様々なストレスが原因となって、精神障害や「ひきこもり」が年々増加していることか

ら、県精神保健福祉センターにおいて早期発見・早期治療を目的とした指導事業を行い、

県民の心の健康づくりを促進します。 

   指導内容 ストレスチェック、ストレスセミナー、ひきこもりグループ療法 等 

(3,900)
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〈障害者が健常者とともに暮らすまちづくり〉 

 

 県有施設バリアフリー整備事業（福祉環境部） ★ 64,162

  県有施設のバリアフリー化を計画的に行い、福祉のまちづくりを進めます。 

   対象施設 土木事務所１０カ所 

整備内容 誘導ブロック設置、段差解消、身障者用駐車場 

        身障者トイレの設置等 

(162)

 

 民間施設バリアフリー整備事業（福祉環境部） ★ 25,000

  不特定多数の人が利用する民間施設（商業施設,交通施設、宿泊施設）のバリアフリー

整備に対して支援を行い、福祉のまちづくりを進めます。 

   実施主体 民間事業者 

補 助 率 県１／２ 市町村１／４（設置者１／４） 

   整備内容 段差解消、玄関の自動ドア化、障害者用駐車場、 

        障害者トイレ、点字ブロック、バリアフリー客室 

(25,000)

 

 障害者等のユニバーサル・デザイン推進事業（福祉環境部） 1,450

  障害者等が利用しやすいよう配慮された施設で特に優れた公益的施設や、バリアフリー

を積極的に進めている団体等を表彰し、広く紹介することにより、障害者等のためのユニ

バーサル・デザインの普及を促進します。 

   事業内容 優良施設・団体等の表彰（10件） 

 優良事例集の作成、配布（1,000部） 

(725)

 

 

〈｢待機者ゼロ県」を実現〉 

 

 在宅復帰支援事業（福祉環境部） ★ 1,382

  特別養護老人ホームの入所者で、在宅復帰を希望する人に対して、在宅での介護の試行

体験等を支援し、在宅復帰を促進します。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   実施主体 市町村、介護保険広域連合 

   補 助 率 １／２  

(1,382)

 

 老人福祉施設整備事業補助金（福祉環境部） ★ 491,437

  介護保険の円滑な運営と地域の老人福祉の向上を図るため、各種老人福祉施設の整備に

助成します。 

   実施主体 社会福祉法人等 

   対象施設 特別養護老人ホーム ２か所 ほか 

補 助 率 国２／３ 県１／３ 

(150,484)

 

 介護サービス第三者評価モデル事業（福祉環境部） チャレンジふくい  6,830

 介護サービス事業者に対する第三者評価制度の導入に向け、評価員の養成およびモデル

評価の実施を行い、第三者評価の基盤を整備します。 

   事業内容 評価員候補者を養成研修へ派遣 

        第三者評価体制準備委員会の開催 等 

(3,415)
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７ 原子力は県民の立場に立って 

 

 

◇原子力は県民の立場に立って 

 

 

〈原子力関連技術を活用した地域産業の振興〉 

 

 エネルギー研究開発拠点化計画策定事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  20,000

  原子力発電所や原子力・エネルギー関連研究機関など、本県特有の資産を活用し、地域

産業の活性化を図るため、本県を「エネルギー関連の研究開発拠点」とする具体的計画を

策定します。 

事業内容 計画策定委員会の設置 

     計画の策定 

 

(0)

 

 

 

８ 福井は列島のまん中-より近くより便利に- 

 

 

◇福井は列島のまん中 

 

 

〈北陸新幹線の県内着工の実現と早期全線建設に向けた整備促進〉 

 

 北陸新幹線建設促進事業（県民生活部） 28,837

 本年６月に予定されている整備新幹線のスキーム見直しにおいて、南越までの一括工事

認可と早期整備を実現するため、国および関係機関にさらなる働きかけを行うとともに、

県民総ぐるみで運動を盛り上げるための広報活動を行います。 

(28,837)

 

 

〈舞鶴若狭自動車道の敦賀からの着工と早期全線開通、中部縦貫自動車道の整備促進〉 

 

 舞鶴若狭自動車道整備推進事業（土木部） ★ 290,000

  舞鶴若狭自動車道（小浜西～敦賀間）の早期全線整備に向けて、用地交渉、測量等を実

施します。 

   事業主体 県（日本道路公団から受託） 

(0)

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 額 
（単位：千円）
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〈交通ネットワークとして不可欠な地域の道路網の整備〉 

 

 有料道路活用事業（河野海岸有料道路を活用した社会実験）（土木部） 県民参加  11,706

  河野海岸有料道路の利用を促進するため、料金を割り引く社会実験を行うとともに、交

通量等の調査を実施します。 

   実験期間 1か月 

   割 引 率 約５０％（９０円～３,１００円→０円～１,５５０円） 

(11,706)

 

 広域農道整備事業（農林水産部） ★ 1,951,164

  農産物の流通の合理化と生産性の高い農業を促進し、農村環境の改善を図るため、広域

的な農道整備事業を推進します。 

 

(67,610)

 

 

〈地域公共交通機関の活性化と鉄道、バス等の地域交通網の確保〉 

 

 パークアンドライド渋滞対策モデル事業（土木部） ★ 130,000

  福井市街地へアクセスする鉄道の駅周辺にある県管理道路に駐車場を整備し、鉄道の利

用を促進することにより、道路の渋滞緩和を図ります。 

   事業期間 １５年度～１７年度 

   整備箇所 水落駅、永平寺口駅等の周辺 

(130,000)

 

 福井鉄道福武線維持活性化支援事業（県民生活部） 15,000

 福井市、鯖江市、武生市を結ぶ福井鉄道福武線の安全確保やサービス改善のために必要

な助成を行い、利用者数が減少している福井鉄道福武線の維持活性化を図ります。 

 

(15,000)

 

 新世紀ふくい生活交通活性化支援事業（県民生活部） ★ 35,000

  「新世紀ふくい生活交通ビジョン」に基づき、市町村や広域生活交通活性化協議会が実

施する公共交通機関の利便性を高めるための施設整備や地域ごとの課題に応じた調査・実

験、利用促進のための取組みを支援します。 

   実施主体 市町村、広域生活交通活性化協議会 

   補 助 率 １／２ 

(35,000)

 
 福井都市圏総合都市交通体系調査事業（土木部） 9,000

  嶺北地域を中心に交通実態調査を行い、都市圏交通の課題を分析し、望ましい総合都市

交通体系のあり方を策定します。 

   事業費負担 県１／２ 市１／２ 

   事業内容 交通施策に関する事前調査（パーソントリップ調査） 

(4,500)

 
 
〈えちぜん鉄道の円滑な運行と活性化の推進、福井鉄道・福武線との連結〉 

 

 えちぜん鉄道・福井鉄道相互乗り入れ調査・検討事業（県民生活部） 11,000

  交通結節機能の強化を図り、新たな需要の開拓、利便性向上による電車の利用促進を目

指し、えちぜん鉄道と福井鉄道の相互乗り入れの実現に向けた調査・検討を行います。 

   事業内容 検討会の開催、実証実験の実施等 

(11,000)
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〈嶺南地域の鉄道網の充実〉 

 

 敦賀・関西新快速直通化事業（県民生活部） ★ 1,101,500

  ＪＲ北陸線および湖西線における敦賀までの直流化工事についてＪＲ西日本に助成し、

関西方面からの新快速電車の直接乗り入れを可能にします。 

事業期間 １５年度～１８年度 

(0)

 
 
〈福井空港の利活用促進等〉 

 

 空港利活用推進事業（土木部） ★ 4,981

  「福井空港利活用推進計画」に基づき、利活用を計画的かつ着実に進めるため、モデル

チャーター便の運行などを行います。 

   事業内容 チャーター便の試験運航 

        エアポートセールス 等 

(4,981)

 
 
〈敦賀港、福井港の活性化〉 

 

 敦賀港川崎・松栄地区物揚場補修工事（土木部） 45,000

  流通港湾としての機能を確保するため、川崎・松栄地区の物揚場において補修工事を行

います。 

(0)

 

 福井港ふ頭用地整備（舗装）事業（土木部） 37,000

  クレーン使用時の安全性の確保等のため、金属くずの積出しのための荷捌地における未

舗装箇所を舗装します。 

   舗装面積 ４,３００㎡ 

(0)
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Ⅳ 元 気 な 県 政 

 

 

９ 新しい福井県政府の樹立 

 

 

◇リーダーシップ 

 

 

〈若手職員による「県庁内ベンチャー事業」の立ち上げ〉 

 

 庁内ベンチャー事業（総務部） ★ 1,350

  ２１世紀型の行政課題に取り組むため、若手職員グループに新しい行政課題を与え、解

決方法の提言を受け、優秀な提言を施策に反映させます。 

   事業期間 １５年度～ 

(1,350)

 

 

 

◇フレンドシップ 

 

 

〈市町村合併の自主的取組みを支援し、地域コミュニティーの文化や機能を強化〉 

 

 市町村合併電算システム等整備事業補助金（総務部） 320,000

  合併市町村の共通の課題である庁舎間システムの新規整備や既存システムの統合等に

要する経費を助成し、合併に向けた取組みを支援します。 

   事業期間  １６年度～ 

   実施主体  市町村 

   補 助 率  上限2,000万円 

   事業内容  市町村合併に伴う電算システム等の整備に対する補助 

(320,000)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 額 
（単位：千円）
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１０ 夢あるふるさとづくり 

 

 

◇ふくいブランドの創造 

 

 

 地域ブランド創造活動推進事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  51,542

 地域のグループ等が、地域資源を組み合わせ、付加価値とストーリー性を高めながら、

ビジネスとして継続可能な取組みを行い、全国レベルで情報発信していく活動に対して、

支援していきます。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業主体 地域住民、経済団体等から構成される５グループ程度 

補 助 率 １／２（補助限度額 １０，０００千円） 

 

(51,542)

 

 ふくいブランド県民大使推進事業（総務部） チャレンジふくい   県民参加  5,000

 県民一人ひとりが本県の魅力を全国に向けてアピールする「ふくいブランド大使」登録

制度を創設し、県外においてふくいブランドの情報発信を行う県民運動を推進します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

対 象 者 県外において、本県の魅力を積極的にＰＲできる県民および県人会会員 

   登録者数 ７００名程度 

 

(5,000)

 

 ふくいブランドイメージ発信事業（総務部） チャレンジふくい  8,600

 「ふくい」をイメージするポスターを作成し、全国にＰＲするとともに、県外事務所職

員等が定期的にマスコミを訪問し、マスコミの取材機会を増やす話題づくりを行うなど、

「ふくい」の情報発信活動を強化します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

 

(8,600)

 

 「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業（産業労働部） チャレンジふくい   県民参加  50,000

 旅行エージェントとの連携により、一乗谷朝倉氏遺跡、若狭地域の寺社など本県の歴史

的文化財等の観光資源や健康・長寿の食文化と、県内の宿泊施設を組み合わせた旅行商品

を企画し、県外からの観光客の誘致を拡大します。 

   事業期間  １６年度 

 

(50,000)

 

 ＪＲタイアップ観光客誘致事業（産業労働部） チャレンジふくい  12,500

 ＪＲ西日本とタイアップして、新たな視点を取り入れた旅行商品を企画し、県外からの

観光客の誘致を拡大します。 

   事業期間  １６年度 

 

(12,500)

 

 北陸三県誘客旅行商品協賛事業（産業労働部） チャレンジふくい  15,000

  大手旅行会社が企画した北陸への大型旅行キャンペーンに、石川県、富山県とともに協

賛し、北陸三県で年間１０万人の観光客誘致を目標に事業を展開します。 

   事業期間 １６年度 

実施主体 北陸三県広域連携観光推進協議会 

 

(15,000)
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 観光客数動態調査事業（緊急地域雇用創出特別基金＜再掲＞）（産業労働部） チャレンジふくい  17,043

  データに基づいた効果的な観光振興施策を推進するため、観光客入込数など観光の実態

を正確に把握する調査を行います。 
   事業期間 １６年度 

(0)

 

 「健康長寿福井」調査・発信事業（福祉環境部） チャレンジふくい  10,859

 全国でもトップクラスの長寿県である本県の健康長寿の要因について調査分析を行う

とともに、その成果を県内外に発信し、健康長寿福井の定着を図ります。 

事業内容 栄養、運動、医療等に関する県民アンケート調査と要因分析 

「元気百歳長生きフォーラムｉｎ福井」の開催 

(1,700)

 

 「国際コメ年２００４」コシヒカリのふるさと・福井全国発信事業（農林水産部） 3,500

 

 

 

 ２００４年は国際コメ年に当たり、これを機会に、全国の水稲作付け日本一である

コシヒカリの発祥の地である福井県を「コシヒカリのふるさと」として全国に発信し

ます。 
   事業内容 コシヒカリ系統品種の栽培展示 
        田植え・刈取りの体験と食べくらべ 
        新たなコメの育種を考えるフォーラムの開催 

(3,500)

 
 農山村ふるさと活性化対策事業（農林水産部） チャレンジふくい  36,500

  農山村地域の豊かな自然や農林水産物などの地域資源を有効に活かすため､地域の自主

性・独創性に基づく振興施策を支援し、地域ブランドづくりを促進します。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   事業主体 市町村、農業者団体等 

   補 助 率 １／２ 

(36,500)

 

 

 

◇公共施設等の利便性向上 

 

 

〈県公共施設間にフレンドリーバスを巡回〉 

 

 フレンドリーバス試行事業（県民生活部） ★ 19,740

  昨年秋より無料で福井駅と県立図書館、生活学習館を結んでいるフレンドリーバス

について、今年秋まで１年間の試行運転を継続します。 
   事業内容 図書館の開館時間等に合わせ、３０分間隔で運行 

(19,740)

 

 

〈交通の利便性の向上など、公共施設等を利用しやすくするためのソフト施策を充実〉 

 

 フレンドリーアート推進事業（教育庁） ★ 3,122

  嶺南地域から県立美術館や県立音楽堂での大規模な展覧会等に無料バスを運行すると

ともに、移動企画展を開催します。 

   事業内容 移動美術館を年３回開催 

        一乗谷朝倉氏遺跡資料館の移動企画展開催 

(3,122)
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◇環境保全 

 

 

〈社会全体で環境を保全する政策を推進〉 

 

 ふくい環境力向上プロジェクト推進事業（福祉環境部） 3,670

 子供たちが主役となって地域の環境をテーマに環境学習や環境保全実践活動に取り組

むことにより、さまざまな主体の協働による継続的な環境活動を促進します。 

  事業期間 平成１６年度～１８年度 

  実施主体 環境保全団体、小中学校、こどもエコクラブ、子ども会等 

事業内容 公募による環境学習モデル事業の実施 

       ブロック懇談会・モデル事業推進会議、各団体の活動交流会の開催 

(3,670)

 
 地球温暖化防止実践活動促進事業（地域活動支援事業）（福祉環境部） ★ 5,000

 家庭用省エネナビの普及など家庭から二酸化炭素排出量を効果的に削減するための地

域ぐるみの取組みに助成し、地球温暖化防止に努めます。 

事業期間 １５年度～１７年度 

実施主体 市町村 

補 助 率 県１／２（補助限度額５００千円） 

(5,000)

 
 地球温暖化防止キャンペーン事業（福祉環境部） ★ 20,000

 環境月間（６月）、地球温暖化防止月間（１２月）を中心に各種広報媒体を活用したキ

ャンペーンを展開し、環境に対する県民意識の醸成を図ります。 

事業内容 新聞、テレビ、ラジオ等による普及啓発 

     環境フェアの開催等 

(0)

 

 環境マネジメントシステム構築支援事業（福祉環境部） ★ 2,500

 産業活動から生ずる二酸化炭素の排出量を減らすため、企業等における環境マネジメン

トシステムの構築等を支援します。 

事業期間 １５年度～１７年度 

事業内容 モデル事業所における環境自主行動計画の策定 

      ＩＳＯ１４００１の認証を取得するための基礎講座の開催 

(2,500)

 
 廃棄物処理施設整備事業（福祉環境部） ★ 228,710

 市町村等が行う廃棄物処理施設の整備に対して助成します。 

   実施主体 市町村、一部事務組合 

   補 助 率 国１／４、県１／２０ 

   対象施設 ごみ焼却施設 大野・勝山 

        リサイクルプラザ（センター） 

         大野・勝山、南越、高浜町 

        埋立処分地施設 

         大野・勝山、南越、美方 

(228,710)

 
 食べ残しを減らす社会づくり推進事業（福祉環境部） 2,750

  外食等での食べ残しを減らし、生ごみの発生を抑制するため、関係する業界と意見交換

を行うとともに、普及・啓発運動を実施します。 

 

(2,750)
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 「プラ容器リサイクル３割達成」事業（福祉環境部） 10,239

 プラスチック容器包装のリサイクル率３割達成を目指し、市町村における資源ごみ回収

拠点の整備を支援するとともに、プラスチック容器の使用量を抑えるためのキャンペーン

を実施します。 
  事業期間 平成１６年度～１８年度 

  事業内容 マイバッグキャンペーン、ノートレイキャンペーンの実施 

       市町村が実施する資源ごみ回収拠点整備への助成 

  補 助 率 ３／１０ 

(10,239)

 
 地域をつなぐ河川環境づくり推進事業（土木部） 県民参加  23,963

 河川愛護活動への参加を促す集会を開催するほか、河川愛護団体等による河川の草刈活

動に対して補助を行います。 

  事業期間 １６年度～１８年度 

  補 助 率 県１／３ 市町村１／３ （団体１／３） 

(23,963)

 

 

〈太陽光発電量を５倍に〉 

 

 太陽光発電設備設置事業（総務部） ★ 107,268

 県立学校に太陽光発電設備を設置し、県自らが新エネルギーの推進に率先して取り組み

ます。 

   設置箇所 県立高校（５校） 

(53,634)

 

 太陽光発電等住宅設備設置促進事業（土木部） ★ 120,000

  太陽光発電設備等の住宅への設置に対して補助を行い、環境に配慮した住宅の普及を図

ります。 

   対象設備 太陽光発電設備、屋根融雪・雨水再利用設備、 

        雨水再利用設備、太陽熱温水設備、風力発電設備 

   実施主体 市町村 

  補 助 率 県１／２ 市町村１／２（補助限度額 １／３以内） 

(120,000)

 

 

〈低公害車の導入台数を１０倍に〉 

 

 低公害車導入促進事業（福祉環境部） ★ 18,000

 通常車より価格が高い低公害車（ハイブリッド車、電気自動車、天然ガス車）の購入に

対する助成を行い、環境にやさしい低公害車の普及を図ります。 

事業期間 １５年度～１８年度 

補 助 率 市町村の補助額(原則として通常車両との価格差の１/４)の１/２以内 

（ただし価格差の１/８を上限） 

(18,000)

 

 天然ガス自動車率先導入事業（福祉環境部） 2,610

 環境への負荷が少ない天然ガス自動車を率先して導入し、各種普及啓発活動に活用する

ことにより、環境意識の醸成および天然ガス自動車の普及を図ります。 

(2,610)
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〈里地里山の保全等、環境と調和した循環型社会づくり〉 

 

 重要里地里山の保全・活用対策事業（福祉環境部） ★ 1,000

 希少な野生生物が生息する里地里山を保全するため「重要里地里山」を選定し、その保

全・活用に取り組みます。 

   事業内容 重要里地里山の選定・公表および普及用冊子の作成 

(1,000)

 

 地域と連携した里地希少野生生物保全対策事業（福祉環境部） ★ 4,986

 アベサンショウウオの国内最大の生息地であり、県内でも特に重要な里地里山である武

生市西部地域の自然環境を保全、活用するための総合的な計画「人とメダカの元気な里地

づくりビジョン」を策定します。 

   事業期間 １５年度～１６年度 

(4,986)

 

 

 

◇まちづくり 

 

 

〈県都の活性化の推進〉 

 

 チャレンジショップ形成支援モデル事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 9,300

 福井市中心市街地の空き店舗を活用したチャレンジショップ、コミュニテｲ施設の開設

を支援し、新規開業や中心市街地の活性化を図ります。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

   実施主体 まちづくり福井㈱ 

   補 助 率 チャレンジショップ 県１／２ 市１／２ 

       コミュニテｲ施設   国１／３ 県１／３ 市１／３ 

(6,618)

 

 

〈歴史、文化の香りただようまちづくりの推進〉 

 

 福井城址等を活かしたまちづくり検討事業（総務部） 2,081

 福井城址敷地の形状の基礎調査や、福井城や中心市街地に残る歴史的遺産に関する文

献・資料の収集等を実施するとともに、歴史・文化を活かしたまちづくりや福井城址の利

活用策について調査・検討を行います。 

   事業内容 福井城址の測量、城址等を活かしたまちづくりの先進地視察 

(2,081)

 

 歴史の香る建造物保存・活用事業（土木部） ★ 5,601

 貴重な歴史的建造物を地域づくりや街並みづくりのために保存し、活用しようとする市

町村や地域づくり団体に対して補助を行います。 

   事業期間 １５年度～１９年度 

   実施主体 市町村、地域づくり団体 

   補 助 率 県１／３（地域づくり団体の場合、市町村が補助する額の１／２） 

(5,601)

 

 一乗谷朝倉氏遺跡活用推進事業（教育庁） チャレンジふくい  1,280

  特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡を本県の観光振興とイメージアップに活用するため、民間と

行政が一体となった推進体制として「一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会（仮称）」を設立

し、新たに遺跡内で可能なサービスを提供することにより、遺跡来訪者の顧客満足度向上

と利便性向上を図ります。 

(1,053)
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 文化施設旅行クーポン取扱手数料（教育庁） チャレンジふくい  2,089

 旅行エージェントを活用し、旅行クーポンを導入することにより、一乗谷朝倉氏遺跡資

料館、恐竜博物館等の文化施設入館者の利便性向上を図るとともに、入館者数の増加を図

ります。 

(0)

 

〈ユニバーサル・デザインのまちづくりの推進〉 

 

 横断歩道ユニバーサル・デザイン化事業（警察本部） 県民参加  6,000

  視覚障害者が安全に交差点を横断できるように、横断歩道に誘導点字ブロックを設置し

ます。 
   設置場所  福井駅周辺の主要交差点（８交差点） 
 

(0)

 

 

 

◇ 安全・安心 

 

 

〈安全・安心な県民生活の実現〉 

 

 福井県県民保護計画（仮称）策定事業（県民生活部） 県民参加  23,181

 国が検討を進めている国民保護法制に合わせ、武力攻撃災害への対処、住民の避難、救

援に関する措置などを内容とする県民の保護に関する計画を全国に先駆けて策定します。 

   事業内容 県民保護計画、市町村住民保護計画のモデル計画 

県避難マニュアル、市町村避難モデルマニュアルの作成 

シンポジウムの開催 

(23,181)

 

 ため池緊急防災対策促進事業（農林水産部） 10,500

  ため池の安全性等の調査を実施し、関係者への情報提供を行うことにより、防災体制の

強化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１７年度 

   事業内容 ため池の現地調査 

        ため池台帳の調製と情報の電子データ化 

        関係者への情報提供と啓発活動 

(5,250)

 
 安心で明るい子どもの道整備事業（土木部） 300,000

 安心で明るい通学路を確保するため、歩道の新設、段差解消や交差点等における照明灯、

歩行者用照明灯の整備を行います。 

   事業内容 歩道整備  ９箇所程度 

        照明灯整備 ２５０基程度 

(300,000)
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〈治安の回復〉 

 
 安全・安心まちづくり推進事業（県民生活部） 県民参加  4,817

 「福井県安全で安心なまちづくりの推進に関する条例」の制定を受けて、自主的な防犯

対策、地域で進める侵入犯罪防止活動等に関してわかりやすく説明したパンフレット等を

作成し、犯罪を未然に防ぐまちづくりを推進します。 

   事業内容 治安対策等を説明したパンフレット、ビデオの作成 

        安全・安心まちづくり推進会議（仮称）の開催 

 

(4,817)

 
 安全・安心まちづくり地域実践活動支援事業（県民生活部） 県民参加  11,650

 地域レベルでの防犯活動の中核となる「市町村安全安心センター（仮称）」が中心とな

って住民と一体となった犯罪防止のための取組みを展開し、自らのまちを自らが守るまち

づくりを推進します。 

   事業内容 地域住民を対象とした防犯教室の開催 

        防犯隊や自主防犯組織を対象とした防犯対策の研修 

 

(11,650)

 
 「安全・安心まちづくりの集い」開催事業（警察本部） 県民参加  2,643

 地域住民による防犯活動の発表などを通し、自主防犯活動の一層の普及促進を図りま

す。 

   事業内容 表彰式 

        地域防犯活動発表会 

        意見交換会 

(2,643)

 
 車中荒し検挙・防止対策事業（警察本部） 2,709

 車中荒し等の街頭犯罪に対する検挙活動の強化を図るため、検挙用機材を整備します。 

  整備数 車両異常監視警報器 １００台 

 

(2,709)

 
 臨時交番相談員配置事業（警察本部） 県民参加  ★ 39,615

 臨時交番相談員を交番相談員が配置されている主要な１４交番にさらに増員配置する

ことにより、空き交番対策を強化するとともに 警察官の街頭パトロール活動の充実を図

ります。 

   増員配置数 １４人（臨時交番相談員配置数 計４０人） 

   職務内容  各種相談・届出を受けた場合の警察官への連絡 等 

 

(39,615)

 
 地域安全情報ネットワークシステム構築事業（警察本部） 4,270

 地域安全情報等をリアルタイムで県民に対して携帯メール等により配信するシステム

を構築し、県民の自主防犯意識の高揚および防犯活動の活性化を図ります。 

  配信情報 地域安全情報、手配情報等 

 

(4,270)

 
 来日外国人犯罪・広域組織犯罪対策事業（警察本部） ★ 9,458

 国際捜査官等を育成するとともに、犯罪者に対処するための資機材を整備します。 

   事業内容 語学研修（北京語） 

        耐刃防護衣の整備 

 

(9,044)
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 ふくいマイタウン・パトロール隊支援事業（警察本部） ★ 3,916

 自主的に防犯パトロールを行う地域住民団体（ふくいマイタウン・パトロール隊）に対

し、腕章等の供与や技術的な助言を行い、自主防犯活動の促進を図ります。 

   支援対象活動 広域エリア防犯パトロール 

地域コミュニティエリア防犯パトロール 

 

(3,916)

 
 地域安全緊急パトロール事業（緊急地域雇用創出特別基金＜再掲＞）（警察本部） ★ 19,400

 警備業者に委託して、街頭犯罪等が多発する地域において安全パトロールを実施し、街

頭犯罪等の抑止を図ります。 

  パトロール地域 福井市内 

 

(0)

 
 
〈食の安全・安心の確保〉 

 
 食品衛生自主管理推進事業（福祉環境部） 1,200

  食品調理・加工施設に対して、ＨＡＣＣＰの考え方に基づく県独自のＨＡＣＣＰ認定制

度を構築し、事業者による食品衛生の自主管理体制を強化します。 

   事業計画 １６年度 認定基準の調査・検討、県認定制度の策定 

        １７年度 導入マニュアルの作成 認定申請の受付開始 

 

(1,200)

 

 

〈防災体制の充実〉 

 

 土砂災害防止支援システム整備事業（土木部） ★ 154,000

 市町村や住民に対し土砂災害警戒情報等を迅速に提供するため、土砂災害防止支援シス

テムを構築し、県民の生命の安全を確保します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

 

(77,000)

 

 

〈除雪体制の抜本的な改善〉 

 
 歩道除雪モデル事業（土木部） ★ 43,000

 冬期間において小学生等の歩行者の安全を確保するため、小学校周辺をモデル地区とし

て県管理道路の歩道の除雪を行います。 

 除雪範囲 小学校を中心に半径５００ｍ内 

 

(43,000)

 
 雪寒道路事業費（土木部） ★ 692,000

 主要な県管理道路において、消雪パイプを整備します。 

   路 線 名 主要地方道福井朝日武生線 他 

 

(161,470)
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◇文化 

 

 

〈文化･スポーツ・生涯学習の振興〉 

 

 丹南地域総合公園（仮称）建設調査事業（土木部） 7,650

 丹南地域における総合公園の整備に向けて、公園の骨格となる施設の配置、形状等につ

いて基本設計を行います。 

(7,650)

 
 地域づくり会館整備支援事業（教育庁） 50,000

 自治会等で建設する集会施設の建設費に対して、県と市町村が支援を行い、地域づくり

を促進します。 

   実施主体 市町村 

  補 助 率 １／３ 

(50,000)

 
 公民館活性化支援事業（教育庁） 5,000

 公民館を、地域の活動拠点となり、地域住民が主体的に運営に係わる施設として活性化

するための取組みを行います。 

  事業内容 公民館活動モデル事業の実施 

        福井県公民館活動活性化計画（仮称）の策定 

(0)

 

 

 

◇ＩＴ 

 

 地域ＩＴ活動支援事業（総務部） チャレンジふくい  1,500

 県民のＩＴ基礎技能の向上を図るため、ボランティアとして「地域パソコンマスター」

を拡充するとともに、「ふくいｅ－モニター」としても位置づけ、県政に対する意見を電

子メールで募集します。 

地域パソコンマスター登録数 ４００人（ふくいｅ－モニターを併せて依頼） 

業務内容 市町村主催のＩＴ研修補助講師等 

電子メールによる県政アンケートに回答 

(1,500)

 

 ＩＴスキルアップ支援事業（緊急地域雇用創出特別基金＜再掲＞）（総務部） チャレンジふくい  42,149

 県民のＩＴの利活用能力の向上を図るため、公民館等でパソコン講習会や相談会を開催

します。 

 

(0)

 

 福井県ホームページ「インターふくい」機能強化事業（総務部） チャレンジふくい  2,800

 福井県のホームページ「インターふくい」の利便性の向上を図るため､分野別に検索を

行う機能を強化します。 

 

(2,800)

 

 ふくい産業ＩＴ高付加価値化支援事業（産業労働部） チャレンジふくい  ★ 6,286

  今後の成長が期待されるデジタル映像産業や小規模なＩＴベンチャーに対する支援を

充実するとともに、中小企業の戦略的情報化を支援する体制を強化します。 

   事業期間 １５年度～ 

   実施主体 (財)福井県産業支援センター 

 

(4,160)

 



平成１６年度当初予算案

「福井元気宣言」

福　　井　　県

予算編成過程への県民参加について



予算編成への県民参加の結果について

募集期間　　平成１６年１月２４日（土）～２月２日（月）

寄せられたご意見　元気宣言の
　項　　　目

ご意見を
求 め た    
事 業 数    件　数 主　な　事　業　項　目（いただいた意見数）

　元気な産業 　２２ 　６６
開業特別支援資金（４）
県立大学ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ（短期課程）開設事業（１０）
米政策改革円滑推進事業（８）
新規就農サポート事業（２０）
鳥獣害のない里づくり推進事業（７）
ふくいの森ビジネス活性化事業（４）　他

　元気な社会 　　　９ 　１９
高校生学力向上推進支援事業（３）
私立高等学校魅力アップ推進事業（１３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

　元気な県土 　２ 　　６ エネルギー研究開発拠点化計画策定事業（５）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

　
　元気な県政 　９ 　　７

地域ブランド創造活動推進事業（２）
ふくいブランド県民大使推進事業（２）
臨時交番相談員配置事業（２）　　　　他

小　　計 　　４２ 　９８
　
　そ の 他     
　　　　　　　　

（対象事業に

該当しない）
　５０ 中高年の再就職支援等について（１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　他
　　　
　合　　計 １４８

○ここで発表したご意見とそれに対するコメントは、今回の当初予算編成で反

　映したものをご紹介しています。

　また、今回掲げた事業には直接関係しませんが、今後の取組み等に密接に関

　わるご意見、ご提案等も幾つかご紹介しています。

○同趣旨のご意見等を多数いただいたものにつきましては、事業ごとに一つの

　要旨に集約させていただきました。

○皆さまからいただいたご意見はすべて関係部局に伝達し、今回の予算編成で

　は対応できなくとも、今後の事業計画等において考慮するよう指示しました。



Ⅰ　県民参加の対象事業

意見募集の対象事業のうち、当初予算案に反映したものをご紹介します。

項　　　目 ものづくり・新産業創出等

事業名（担当部局） 福井県産力戦略本部創設事業（産業労働部）

予算計上額      ２，０００千円
　ご意見（要旨） 　産学官の代表者、企業トップ、技術者、消費者等、それぞれの

立場の意見をとり入れ、偏らないものづくり研究開発のアイデア
を生み出す取組みをすべきではないか。

知事からの      
コ メ ン ト      

　この事業は、本県に集積している特色ある高度なものづくり技
術の潜在力を最大限に引き出すために、産学官の力を結集するこ
とを目的としたものです。
　本県の産業活性化のためには、産学官の力を結集することはも
とより、消費者のニーズも十分にとり入れていくことが必要で
す。
　この本部は、県内の業界・企業、大学、産業支援機関のトップ
や中堅・若手の経営者・研究者等幅広い分野の方々で構成する予
定ですが、具体的な検討に当たっては、消費者ニーズを知る方等
からもオブザーバー等として意見を得ながら、本県ものづくり産
業の活性化を推進していくよう指示しました。

項　　　目 ５，０００の新規創業を達成

事業名（担当部局） 開業特別支援資金（産業労働部）

予算計上額      ２９３，１５５千円
　ご意見（要旨） 　貸付限度額が８千万円となっているが、ちょっとした工場や設

備であっても、技術の優れた商品、製品を要求される時代には、
億単位の経費がかかると思われ、「福井県経済社会活性化会議」
の提言にあるように、限度額は１億円に上げてほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　開業に要した費用についての国民生活金融公庫総合研究所の
調査によると、８千万円以上の費用を必要とする企業も存在して
います。
　私自身もそうした企業への配慮が必要と考えていることから、
「自己資金を限度」という融資条件を廃止し、保証料は県が全額
補給することに加え、貸付限度枠を８千万円から１億円とするこ
とにしました。
　さらに、（財）福井県産業支援センターによる経営面からのサ
ポートを組み合わせることにより、新規創業者の前向きな取組み
を強力に支援していくよう指示しました。



項　　　目 ビジネススクールを開設

事業名（担当部局） 県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業（総 務 部     ）

予算計上額      ２，５００千円
　ご意見（要旨） 　福井市に在住し、働いている人が多いことを考えれば、開催場

所は必ずしも県立大学である必要はなく、多くの人が参加しやす
いように福井市の市街地で開催すべきと考える。

知事からの      
コ メ ン ト      

　この事業については、県立大学の事業であることから、開講場
所も同大学福井キャンパスを中心に予定していました。
　受講者のニーズを踏まえて、特に社会人の方が受講しやすい場
所を考えるべきことは、ご意見のとおりです。
　実施に当たっては、福井市の市街地でも開催するよう指示しま
した。

項　　　目 認定農業者数を１．５倍に

事業名（担当部局） 新規就農サポート事業（農林水産部）

予算計上額 １６，６２０千円
　ご意見（要旨） 　経営を開始する際に必要な小農具等の購入に対する補助につ

いては、経営開始時１年間のみが補助の対象となっているが、必
要な農具や機械などについては耕作して初めて分かることも多
く、就農して間もない農業者にとってはもう少し検討する時間が
必要であるので、補助期間を延ばしてほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　この事業は、担い手不足が深刻な農業の次代の地域を担う新規
就農者の確保育成を図るため、就農環境の整備や経営安定のため
の支援策を講じるものです。
　今回、幾人もの方から同趣旨のご意見をいただき、現場の視点
からの配慮が必要との認識に立ち、小農具等整備の助成の支給期
間については、新規就農後３年間利用できるよう指示しました。



項　　　目 鳥獣被害対策の強化

事業名（担当部局） 鳥獣害のない里づくり推進事業（農林水産部）

予算計上額 ５０，６２８千円　→　６５，９００千円
　ご意見（要旨） 　イノシシの被害が広がっているが、なかなか減少していないの

が現状である。電気柵は防除に効果絶大であるが、１集落、１地
区という考え方では、他の集落の被害が大きくなると思われるの
で、できるだけ広域的に設置を進めてほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　この事業は、電気柵や捕獲檻の整備拡充を図りながら、効果的
な駆除を行うとともに、地域ぐるみでの防除活動を推進するな
ど、行政と住民が連携し、ハードとソフト両面からの防除対策を
総合的かつ広域的に推進しようというものです。
　電気柵による防除の効果が一番大きいことや、被害が急速に拡
大していること、幾人もの方から要望が寄せられていることを考
慮し、電気柵の整備補助を１５年度整備見込みの倍の約１２０集
落分とし、鳥獣被害防止のためのハード整備を加速させることと
しました。

項　　　目 「流通者の顔が見える」流通システムを確立

事業名（担当部局） がんばる海業支援事業（農林水産部）

予算計上額 ５，５３０千円　→　７，０３０千円
　ご意見（要旨） 　漁業者や漁協などは、意欲的に企業化に取り組んでいるが、自

己資金が乏しい中での初期投資に加え、企業化に向けた運営体制
が確立しておらず、経営も厳しい状況にある。
　こうした実状を踏まえ、できれば「がんばる海業」の補助率に
ついてはアップをしてほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　この事業は、「儲かる漁業」を実現するために、漁業に水産加
工や流通、観光などの業種をとり込んだ、いわゆる「海業」に自
らの創意工夫で取り組むグループを支援しようというものです。
　初期段階での経営は厳しい状況にあるというご意見や、他分野
での同様な支援制度の多くが２分の１となっていることを考慮
した上で、補助率を３分の１から２分の１へと引き上げ、企業化
に向けた取組みをより強力に支援することとしました。



項　　　目 高校生の学力全国１０位以内の実現

事業名（担当部局） 高校生学力向上推進支援事業（教 育 庁     ）

予算計上額 １５，０００千円
　ご意見（要旨） 　高校生の学力向上は必要であり、この事業を通じて真の学力が

つくようにしてほしい。決して大学に合格するための受験技術の
習得だけにならないようにしてほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　本県高校生の大学入試センター試験５教科総合平均点は、平成
１０年度以降、全国平均点を下回っている状況にあり、生徒の学
力向上は重要な課題となっています。
　この事業の実施に当たっては、学ぶ意欲を高め、基礎学力を培
うことを第一とします。
　具体的には、学習時間の確保や教員の資質向上の取組みはもと
より、有識者や卒業生による講義、大学のオープンキャンパスへ
の参加、家庭学習の点検など様々な取組みを通じて生徒一人ひと
りの個性・適性が活きるように実施し、受験技術の習得に偏るこ
とのないようにします。

項　　　目 きめこまかな教育体制の充実

事業名（担当部局） 私立高等学校魅力アップ推進事業（総 務 部     ）

予算計上額 ２５０，０００千円　→　３００，０００千円
　ご意見（要旨） 　私立高校と県立高校の教育費の格差は、生徒の保護者にとって

大きな負担であり、保護者の負担軽減とともに、子供たちが安心
して勉学に励むことができるよう、補助金のさらなる増額を望
む。

知事からの      
コ メ ン ト      

　私立高等学校ＰＴＡ連絡協議会や私立学校連合会をはじめ、県
議会からも、私立高校教育の更なる充実と公私立間の教育費等の
格差がこれ以上広がらないようにと、県の支援拡充の要望を受け
ておりました。
　私自身も、かねてより、次代を担う「人づくり」が重要である
と考えており、私立高校の教育環境についても十分に応援してい
くことが必要であると思っておりました。
　厳しい財政状況にはありますが、私立高校が、自主性・独自性
を生かし、より多様で特色ある教育を展開できるよう、重点配分
することとし、補助総額２億５千万円を３億円に引き上げること
としました。



項　　　目 交通ネットワークとして不可欠な地域の道路網を整備

事業名（担当部局） 有料道路活用事業（河野海岸有料道路    を活用した社会実験）（土木部）

予算計上額 １１，７０６千円
　ご意見（要旨） 　観光振興の観点から無料化を望む声もあるとのことだが、その

ためには県が何億円もの負担をすることになり、県民がそれを負
うことになることも考えてほしい。
　その意味でも、こうした社会実験をしてしっかり検証を行うこ
とに賛成だが、安易に結論を出すことなく慎重に取り組んでもら
いたい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　本県の観光振興は重要なことですが、費用負担の問題もまた避
けて通れない課題です。
　社会実験にあたっては、学識経験者、県、地元町村などで構成
する協議会において、実験方法や実施時期の検討、実験結果の検
証などを行う予定ですが、この有料道路の将来のあり方も含め
て、検討していくよう指示しました。

項　　　目 夢あるふるさとづくり

事業名（担当部局） ふくいブランド県民大使推進事業（総 務 部     ）

予算計上額 ５，０００千円
　ご意見（要旨） 　「ふくいブランド県民大使」は、７００人にとどめず、１７年

度以降も増やしていくべきではないか。
　また、不熱心な人にはやめてもらうなどの入れ替えも必要と考
える。

知事からの      
コ メ ン ト      

　福井が持つ「良きもの、優れたもの」を全国での競争の中で強
くアピールしていくためには、県民一人ひとりがアマチュアのセ
ールスマンとなり、本県のイメージアップ活動を展開していただ
くことが必要と考えています。
　この事業は、多くの県民の方々の意欲的な参加があって初めて
効果をあげるものといえますので、平成１６年度の登録者の実績
に応じて、平成１７年度以降の「ふくいブランド県民大使」の増
員を考えていくことにしました。
　さらに、年度末に活動実績や次年度続ける意思の有無を確認
し、更新を行っていくよう指示しました。



Ⅱ　その他

　意見募集の対象事業には直接関係しませんが、今後の取組み等に密接に関わ
るご意見、ご提案等をご紹介します。

項　　　目 経済対策の緊急発動

担 当 部 局     産業労働部

　ご意見（要旨） 　中高年の職業能力の開発や職場体験講習支援など、再就職の支
援を充実させてほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　福井・敦賀産業技術専門学院等において、在職者の職業能力の
開発や、離転職者の再就職に向けた多様な職業訓練を実施すると
ともに、求人情報の提供等を行う「雇用促進相談コーナー」の設
置や「再就職支援セミナー・早期就職面接会」の開催を計画して
います。
　また、民間教育機関の座学訓練と企業での実習型訓練を組み合
わせた「デュアルシステム」の導入を計画しています。

項　　　目 認定農業者数を１．５倍に

担 当 部 局     農林水産部

　ご意見（要旨） 　地域農業の担い手となる農業法人や認定農業者等への助成の
枠が減っているようだが、そのような現状に疑問を感じる。

知事からの      
コ メ ン ト      

　今回の予算編成においては、「明日の地域農業を支える担い手
条件整備事業」を計上しました。
　その中で、認定農業者（規模拡大等の農業改善計画について市
町村から認定を受けた農家）、認定生産組織（組織の高度化と経
営改善に意欲的なものとして県が認定した集落を基本とした生
産組織）への助成枠を、それぞれ１．５倍に拡大し、基幹的な担
い手の育成を一層強力に進めることとしました。



項　　　目 未来を託す人づくり

担 当 部 局     総 務 部     

　ご意見（要旨） 　誰でもやさしくパソコンを使える体制をつくり、パソコン講習
を充実させてほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　パソコン講習等の受講希望やスキルアップを要望する声は多
く寄せられています。
　このため、今回の予算編成では「ＩＴスキルアップ支援事業」
を計上しました。
　この事業により、市町村と連携して、公民館でホームページ作
成講座などのパソコン講習会を開催するとともに、パソコン操作
やインターネットの利用方法など、ＩＴに関する疑問についての
相談会を実施していきたいと考えています。

項　　　目 きめこまかな教育体制の拡充

担 当 部 局     教 育 庁     

　ご意見（要旨） 　高校生の学力アップのためには、能力到達別に支援をする必要
があり、ボトムを上げることに重点を置いて予算を配分すべきで
はないか。

知事からの      
コ メ ン ト      

　既に、大手予備校へ教員を派遣したり、大手予備校の講師によ
る研修会を開催するなど、教員の資質向上を図るほか、授業時間
の確保を図るため、夏休みなどの長期休業期間や週当たりの授業
時間数の弾力的運用を行っています。
　「予算編成過程への県民参加」の対象事業として掲げた「高校
生学力向上推進支援事業」のほか、平成１６年度から教科指導お
よび進路指導の中核となる指導的教員を配置する予定です。
　さらに、生徒一人ひとりの弱点を見つけ、学習状況を把握して
指導を行うことにより、基礎学力が身についていない生徒の学力
の定着を図る「高校生基礎学力診断テスト実施事業」を予定して
います。



項　　　目 活き活きやさしい福井づくり

担 当 部 局     福祉環境部

　ご意見（要旨） 　動物愛護と適正飼養に対する理解・認識は不十分であり、飼養
放棄されている動物はなお多い。
　官民の協力体制である関係者協議会、動物愛護推進員の委嘱な
ど、動物を救う仕組みを連携して作ってほしい。

知事からの      
コ メ ン ト      

　本県では平成１３年度から健康福祉センターで保護・引取りを
した犬について、ご希望に応じて県民の方にお譲りしています。
　平成１４年度からは県が中心となって、動物愛護ふれあいフェ
スティバルを開催し、動物に対する正しい理解と適正飼養を広く
周知する事業に取り組んできました。
　このフェスティバルでは、（社）福井県獣医師会や動物愛護活
動団体の参加・協力を得て実施していますが、ご意見を踏まえ、
平成１６年度においても参加・協力団体の一層の拡大を図り、動
物愛護や適正飼養について周知に努めていきます。

項　　　目 活かそう熟年パワー

担 当 部 局     福祉環境部

　ご意見（要旨） 　介護を要しない高齢者に対する配慮が欠けているように思え
るので、ボランティア活動等に対し感謝状を出すなど、高齢者の
生きがい対策をしてはどうか。

知事からの      
コ メ ン ト      

　県民長寿祭において老人福祉功績者に対し知事から感謝状を
贈呈したり、県民の社会貢献活動を奨励するための活動者、団体
を表彰するなど、様々な機会にボランティア活動等を行っている
高齢者に対して感謝状などを贈呈しています。
　今後とも、こうした機会を積極的に活用し、高齢者の生きがい
づくりを推進していきたいと考えています。



項　　　目 大胆な選択と集中により予算を配分　未来を託す人づくり

担 当 部 局     総 務 部     　福祉環境部　教 育 庁     

　ご意見（要旨） 　県は子育て支援や教育にあまり力を入れていないように思う。
特色ある県にするため、思いきってひとつのことに予算を集中さ
せることも必要ではないかと思う。

知事からの      
コ メ ン ト      

　福井を元気にするためには、私自身が強いリーダーシップを発
揮し、事業の成果を重視して政策を実施していくことが必要だと
考えています。
　今回の予算編成においても、大胆な選択と集中により予算を配
分するとの「福井元気宣言」の方針に基づき、女性力パワーアッ
プや教育の充実などに重点を置き、「すみずみ子育てサポート事
業」、「高校生学力向上推進支援事業」などを計上しました。
　今後とも、大胆な事業展開により、県民本位の行政を実現して
いきたいと考えています。

項　　　目 夢あるふるさとづくり

担 当 部 局     総 務 部     

　ご意見（要旨） 　「地域ブランド」を確立して、広く県内外に「地域の宝」を知
ってもらうことが大切。
　みんなが興味の持てる、何か新しい資源を作り出さなくてはい
けない。ぱっとしない資源しかなくとも、頑張り次第でいいもの
が生み出されるのではないかと思う。

知事からの      
コ メ ン ト      

　地域経済や社会の活性化を図るためには、県民の皆さんが自信
と誇りを持ちながら、自らの主体性・独創性を発揮し、自然や歴
史、食文化等の地域資源の付加価値とストーリー性を高めていく
ことが重要です。
　今回の予算編成では、「地域ブランド創造活動推進事業」を計
上していますが、その中で、こうした「地域ブランド」を創造す
る地域の取組みに対して積極的な支援を行っていく予定です。
　今後とも、県民の皆さんと手を携えて地域資源の価値を高め、
全国に発信していきたいと考えています。



項　　　目 夢あるふるさとづくり

担 当 部 局     総 務 部     

　ご意見（要旨） 　巽櫓（たつみやぐら）の復元について、県も本腰を入れて取り
組んではどうか。

知事からの      
コ メ ン ト      

　昨年１１月に、関係課職員による「福井城址等を活かしたまち
づくり庁内検討会」を発足させたところです。
　今回の予算編成では、「福井城址等を活かしたまちづくり検討
事業」を計上し、福井城址の敷地の形状の基礎調査や、福井城や
中心市街地に残る歴史的遺産に関する文献・資料の収集等を実施
していきたいと考えています。
　この調査結果をもとに、今後、庁内検討会において、福井城址
の利活用策や福井駅周辺の中心市街地における歴史・文化を活か
したまちづくりという観点から、幅広く課題整理を進め、将来の
県民の間での議論につなげていく予定です。

項　　　目 ユニバーサル・デザインのまちづくり

担 当 部 局     福祉環境部　土 木 部     

　ご意見（要旨） 　民間の建物、道路、公園、川なども含めて県内一円でユニバー
サル・デザインのまちづくりを推進すべきではないか。

知事からの      
コ メ ン ト      

　県営の全ての都市公園（１１箇所）については、障害者や高齢
者を含むすべての人が自由に利用するための触知式案内版の設
置、誘導ブロック設置、段差解消等の基本的な措置を行いました。
　現在、福井県福祉のまちづくり条例に基づき、障害者、高齢者
を含むすべての人が、安全で快適に利用することができるよう
に、公益的施設の整備を推進しているところです。
　今回の予算編成では、「横断歩道ユニバーサル・デザイン化事
業」を計上していますが、今後とも、県民が利用しやすい施設整
備を進め、ユニバーサル・デザインのまちづくりを推進していき
ます。



  「福井県経済社会活性化プラン」の対応状況

区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

6,627,472 3,196,077
(3,637,849) (1,208,789)

　みらい技術の創造

○ 産学官連携の推進 177,600 106,600
(177,600) (106,600)

新 福井県産力強化事業 2,600 2,600
元気企業創出産学官パートナーシップ推進事業 2,700 2,700

新 ふくい産学官共同研究推進総合事業 172,300 101,300

○ めざせ「最先端技術のメッカ」 461,102 436,102
(146,750) (121,750)

新 工業技術センター次世代ものづくり技術研究事業 94,550 94,550
新 先端技術事業化アドバイザー事業 2,000 2,000
新 早期事業化促進技術開発補助金 50,200 25,200

○ 「エネ・ワールド」創生 20,000 20,000
(20,000) (20,000)

新 エネルギー研究開発拠点化計画策定事業 20,000 20,000

　はばたけチャレンジ企業

○ 創業バリアフリー 日本一 2,693,366 661,521
(2,693,366) (661,521)
(貸付枠）
1,500,000 293,155

(貸付枠）
1,000,000 250,000

拡 新規創業支援事業 12,378 12,378
新 創業支援体制連携強化事業 8,000 4,000
拡 福井県産業支援センタープロジェクトマネージャー等設置事業 26,928 26,928
新 商品ブランド力育成による新市場開拓事業 15,000 8,000
新商品創出デザイン活用普及事業 20,900 11,900

新 繊維産業自立化支援事業 110,160 55,160

○ 販売支援体制の充実 28,201 28,201
(28,201) (28,201)

新 「南青山２９１」ステージ機能拡充事業 4,000 4,000
新 大都市圏販路開拓強化事業 10,470 10,470
新 東アジア海外事務所機能強化事業 13,731 13,731

１　産 力 強 化

平成１６年２月
福　　井　　県

拡 意欲ある企業支援資金
開業特別支援資金新

　平成15年度福井県経済社会活性化戦略会議からの提言を受け取りまとめた「挑戦（ﾁｬﾚﾝｼﾞ）ふくい－福井
県経済社会活性化プラン－」の平成16年度当初予算における対応状況は以下のとおりです。

　【区分】　新　：新規事業　　拡　：拡充事業
　【総事業費】　補助対象事業者の負担等も含めた事業費
　　（　　）　 ： 掲載した主な事業の合計額

1



区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

　ウェルカム 元気な企業
1,452,181 1,243,871
(11,350) (11,350)

新 企業誘致アタック５００推進事業 3,000 3,000
新 産業団地企業導入調査事業 7,350 7,350
新 立地企業関係強化事業 1,000 1,000

　夢のある農林水産業

○ 家業から企業へ 1,669,119 612,653
(500,352) (222,937)

新 米政策改革円滑推進事業 143,000 71,500
新 村落広域営農支援事業 242,492 91,997
新 企業的農業経営育成事業 1,000 1,000
新 新規就農サポート事業 34,800 16,620
新 ふくいアグリスクール開催事業 2,160 1,920
新 高収益園芸品目緊急育成事業 74,000 37,000
新 福井発「都市圏朝市」支援事業 2,900 2,900

○ 福井楽農 84,511 47,987
(34,600) (15,300)

拡 いきいき女性・熟年農業者活動支援事業 34,600 15,300

○ 山の力の再発見 47,862 31,112
(14,100) (14,100)

新 ふくいの森ビジネス活性化事業 14,100 14,100

○ 海の宝さがし 13,530 8,030
(11,530) (7,030)

拡 がんばる海業（うみぎょう）支援事業 11,530 7,030

369,771 183,275
(359,520) (173,024)

○ サービス業の振興 39,621 39,621
(29,370) (29,370)

新 先進的サービス業成功事例提供事業 2,540 2,540
新 地域共生型デイサービス支援事業 20,000 20,000
新 介護サービス第三者評価モデル事業 6,830 6,830

○ 雇用効果の高いＩＴ関連産業の振興 9,400 6,400
(9,400) (6,400)

新 産学官連携による「メイドインふくいソフト」開発支援事業 9,400 6,400

○ 地域共生ビジネスの創出 320,750 137,254
(320,750) (137,254)

新 地域助け合いビジネス起業化支援事業 2,630 2,630
（貸付枠）
300,000 123,124

新 わくわく商店街づくり促進事業 2,200 2,200
チャレンジショップ形成支援モデル事業 15,920 9,300

２　活き活きサービス業

産業活性化支援資金（地域助け合いビジネス支援）新
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区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

2,143,816 2,141,101
(360,007) (357,292)

　みらい人財の育成

9,313 9,313
(4,658) (4,658)

新 県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業 2,500 2,500
県立大学ビジネススクール開設準備事業 1,158 1,158

新 県立大学プレビジネススクール開講事業 1,000 1,000

　職づくり・人づくり・出会いづくり

○ 職づくり 1,670,217 1,670,217
(6,000) (6,000)

緊急地域雇用促進奨励金 6,000 6,000

○ 人づくり 428,001 428,001
(313,064) (313,064)

新 離転職者等能力開発推進事業（デュアルシステム関係） 4,564 4,564
新 高校生就職支援事業 8,500 8,500
新 私立高等学校魅力アップ推進事業 300,000 300,000

○ 出会いづくり 36,285 33,570
(36,285) (33,570)

新 若者就職支援センター（ジョブカフェ）運営事業 30,070 30,070
新 再就職支援セミナー・早期就職面接会開催事業 6,215 3,500

1,344,263 939,217
(1,189,978) (784,932)

　女性力のアップ・熟年力の発揮

○ 女性力のアップ 722,312 517,266
(720,312) (515,266)

新 「母親手作り子育て情報誌」作成事業 3,140 3,140
延長保育促進事業 509,319 381,989

新 病児デイケア促進事業 32,965 20,559
新 すみずみ子育てサポート事業 17,200 8,600
放課後児童健全育成事業 155,688 98,978
女性企業家支援事業 2,000 2,000

○ 熟年力の発揮 16,931 16,931
(16,931) (16,931)

中小企業経営技術診断助言事業 16,931 16,931

４　地　域　力　躍　進

３　人 財 創 出
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区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

　地域ＩＴ力の強化

○ 次世代ＩＴインフラ整備 552,285 352,285
(400,000) (200,000)

地域ケーブルテレビ施設整備事業 400,000 200,000

○ 豊かなＩＴライフ・ＩＴビジネスの活性化 52,735 52,735
(52,735) (52,735)

新 福井県ホームページ「インターふくい」機能強化事業 2,800 2,800
新 地域ＩＴ活動支援事業 1,500 1,500
新 ＩＴスキルアップ支援事業（緊急地域雇用創出特別基金） 42,149 42,149
ふくい産業ＩＴ高付加価値化支援事業 6,286 6,286

537,033 277,523
(413,132) (224,132)

　ふくいブランドの進化 211,075 122,575
(199,001) (112,501)

新 ふくいブランドイメージ発信事業 8,600 8,600
新 地域ブランド創造活動推進事業 101,542 51,542
新 ふくいブランド県民大使推進事業 5,000 5,000
新 農山村ふるさと活性化対策事業 73,000 36,500
新 「健康長寿福井」調査・発信事業 10,859 10,859

　ビジット "ふくい"

○ 歴史と心の観光 83,369 65,869
(83,369) (65,869)

新 一乗谷朝倉氏遺跡活用推進事業 1,280 1,280
新 「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業 50,000 50,000
新 ＪＲタイアップ観光客誘致事業 30,000 12,500
新 文化施設旅行クーポン取扱手数料 2,089 2,089

○ エンジョイ "スローライフ" 2,203 2,203
(1,386) (1,386)

福井型エコツーリズム推進事業 1,386 1,386

○ 探訪 "ふくい" 223,343 69,833
(112,333) (27,333)

新 北陸三県誘客旅行商品協賛事業 100,000 15,000
福井ドットコム事業 12,333 12,333

○ 成果重視のアウトソーシング 17,043 17,043
(17,043) (17,043)

新 観光客数動態調査事業（緊急地域雇用創出特別基金） 17,043 17,043

合　　　　　計 11,042,355 6,737,193
(5,960,486) (2,748,169)

５　独 創 福 井
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平成１５年度事務事業評価結果について 
 

平成１６年２月２０日   
福 井 県   

 
 
 県では、事務事業評価システム、公共事業評価システム、新規事業評価システム、

政策効果測定システムの 4 つのシステムからなる「政策評価システム」を実施し、県
民への説明責任の向上、県民の県政への参加の促進、政策の質の向上、事務事業の整

理合理化を進めています。 
 そのうち、事務事業評価システムは、当初予算（平成１５年度は６月補正を含む）

に計上された事務事業について、その有効性等をできる限り客観的な指標を用いて評

価するシステムです。 
 この度、平成１５年度の事務事業評価の結果がまとまりましたので、その概要と各

所属が作成した所定の調書（事務事業カルテ）を別紙のとおり公開します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当（問合せ先） 
 事務事業評価結果全般 財務企画課 
事務事業カルテの内容 各 所 属 



平成１５年度事務事業評価結果の概要 

 

１ 評価対象事業数      １，８６５件   一般会計 １，８１７件 

                        特別会計    ３２件 

                        企業会計    １６件 

 

２ 成果主義に基づく事務事業の大胆なスクラップ 

 事務事業の評価に当たっては、民間、市町村の活力をどう県政に活かすかという基本

に立って、次の視点で事務事業を見直しました。 

 

（１）事務事業の見直し 

・ 国際交流について、県民益の観点から経済交流は県が、文化交流等は民間が行

うよう事業を見直し 

・ 観光振興やイメージアップについて、成果主義の観点から具体的な効果を求め、

焦点を絞って実施するよう事業を見直し 

 

（２）補助金の見直し 

・ 合併や規制緩和の動きを踏まえ、市町村の自立を促進する観点から、県行政と

役割分担するよう事業を見直し 

・ 外郭団体等についても、団体の自立を促進する観点から、重点化を図るよう事

業を見直し 

 

（３）行政組織の重点化・効率化 

・ 県民のニーズや費用対効果を踏まえ、行政組織の重点化・効率化を図るよう事

業を見直し 

 

３ 評価結果                         （単位 千円） 

区   分 件 数 事 業 費 うち一般財源 

廃  止 220 5,167,450 2,731,475 

 うち補助金 80 2,381,397 1,510,007 

縮  減 21 386,599 86,039 

 うち補助金 7 347,737 53,297 

計 241 5,554,049 2,817,514 

 うち補助金 87 2,729,134 1,563,304 

（参考） 

１４年度 400 7,935,716 5,205,709 

 うち補助金 134 3,312,576 2,881,269 



 

４ 事務事業見直しの主なもの 

（単位 千円） 
事  業  名 事業費 １６年度の対応 

 

 

１ 事務事業の見直し 

 国際女性の翼事業 

 国際青年の翼事業 

 外国青年受入事業 

 中国浙江省農林水産技術交流事業 

 プレゼントナイター事業 

 福井の特産贈呈事業 

 恐竜王国ふくいＰＲ事業 

 観光産業活性化誘客推進事業 

 

 

２ 補助金の見直し 

 新世紀市町村まちづくり支援事業補助金 

 

 地域活力創出支援事業補助金 

 

 

３ 行政組織の重点化・効率化 

 ニューヨーク事務所運営事業 

 ミラノ事務所運営事業 

 名古屋事務所運営事業 

 

 

 

 

 

10,750 

21,905 

3,000 

3,785 

1,840 

4,188 

6,353 

14,350 

520,000 

353,722 

31,728 

25,795 

12,878 

 

 

 

男女共同参画海外調査派遣事業 4,200

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

JR タイアップ観光客誘致事業 12,500 

 

 

 

市町村合併電算システム等 

整備事業補助金 320,000

－ 

 

 

 

－ 

－ 

－ 

 

 

 

 

 



平成１５年度事務事業評価の対象等について 
 
第１ 事務事業評価の対象 
 平成１５年度当初および６月補正の歳出予算に計上された全ての事務事業を対象と

しています。ただし、次に掲げる経費に係るものは対象としていません。 
（１）標準経費 
（２）公債費 
（３）人件費 
（４）扶助費(国庫負担金を財源とする事業であり、県が義務的な負担を負うものに 
   限る。) 
（５）公共事業費 
（６）法令により県が実施するものとされている事業で、かつ、その財源のほとんど 
   が国庫支出金であるもの（（例）統計調査費、衆議院議員選挙執行経費、最高裁 
   判所裁判官国民審査執行経費） 
（７）法令により県が実施するものとされている事業で、かつ、県の裁量の余地が少 
   ないもの（（例）個人県民税徴収取扱費交付金、利子割交付金） 
（８）その他事務事業評価になじまない経費（財政調整基金への積立金等） 
 
  （注）標準経費…経常的に毎年繰り返して行う事務事業に要する経費で、その経 

費の性質上変動が少なく、かつ、判断要素の少ないもの。例え 
ば、会議、研修会に要する経費、施設の経常的な管理運営費な 
どを標準経費としています。 

 
第２ 事務事業評価の単位 
 原則として、事務事業の最小単位である細々事業目とします。 
 
第３ 事務事業カルテの見方 
 
１ 所属 
 Ｇはグループ、Ｔはチームを表しており、グループ名、チーム名を記載しています。 
 個々の事務事業カルテの内容に関するお問い合わせは、ここに表記している所属に 
お願いします。 
 
２ 事業名 
 事業名は、原則として、細々事業目の名称を記載しています。 
 



３ 「福井元気宣言」の位置付け 
 「福井元気宣言」において、当該事業の位置付けがされているかどうかを表してい

ます。 
 「有」の場合は、「ビジョン」に４つのビジョンを、「政策」には１０の政策を記載

しています。 
 
４ 全体計画 
 細々事業が全体計画の一部の事業である場合に、その全体計画の概要を記載してい

ます。 
 
５ 会計区分 
 当該事業の会計区分（一般会計、特別会計、企業会計）を示しています。 
 特別会計、企業会計については、その会計の名称を（ ）の中に記載しています。 
 
６ 事業区分 
 「国庫」とは国庫補助事業、「県単」とは県単独事業を指します。「その他」は、国

庫補助事業、県単独事業以外の事業を指し、企業会計の事業や受託事業などが該当し

ます。 
 「実行予算」「補助金」「その他」の区分のうち、「その他」は出資金、負担金、貸付

金などが該当します。 
 
７ 事業開始年度、事業終了予定年度 
 事業開始年度の欄の経過年数は、１５年度を含めた年数で計算しています。例えば

開始年度が１３年度の場合、経過年数は３年となります。 
 事業終了予定年度が定まっていない場合は、「 ― 」と表記しています。 
 
８ 県の関与の在り方 
 厳しい財政状況を踏まえ、時代の流れに即して市町村や民間等との役割分担など県

行政の責任領域を原点に立ち戻って見直すため、当該事業について県の関与のあり方

を示しています。 
 
９ 事業開始後の見直し状況 
 事業開始後の見直し状況について記載しています。ただし、事業開始年度が平成 10
年度以前である事業については、記載スペースの関係上、平成 11年度以後の見直し状
況のみを記載しています。 
  



10 予算額の推移 
 予算額は、当該事業の当初予算額（平成１１年度および１５年度については、６月

補正後予算）を記入しています。 
 各事業の予算額のうちに標準経費が含まれるものについては、標準経費を控除した

予算額を形状しています。 
 平均伸び率は、毎年度の伸び率の単純平均によって算出しています。 
  （例）平均伸び率の算出 

 
 
１１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度 

予算額 3,500   4,000  4,200  3,800   3,600  
伸び率  14.3% 5.0% △9.5%  △5.3%  

     平均伸び率＝（１４．３％＋５．０％＋△９．５％＋△５．３％）÷４ 
          ＝１．１％ 
 
11 事業効果の推移 
（１）内容 
 事務事業の効率性、有効性を客観的な指標によって測るため、「活動指標」「成果指

標」を用います。その定義は、以下のとおりです。 
 「活動指標」：事業目的達成の手段として行う活動の量（アウトプット） 

 「成果指標」：事業実施の結果として県民にもたらされる成果、事業目的の達成 

度合い（アウトカム） 
 

 
  予算投入 ───   活動量（活動指標） ───  事業成果（成果指標） 

 

    
      ││                    │                              │ 
      │└───効率性────┘                              │ 
      └───────────────有効性─────────┘ 
 

 予算や人材を投入し、施策や事業をどれだけ実施したかというのが活動量（活動指標）、

施策や事業を実施した結果実際にどのような成果がもたらされたかというのが事業成

果（成果指標）です。 

 例えば、不登校児童生徒対策としてカウンセラー養成事業費という予算を投入し、カ

ウンセラーを養成した結果（この場合、カウンセラーの養成数などが活動指標となりま

す。）、県内児童生徒の長期欠席率が減少したというのが事業成果です（この場合、県

内児童生徒の長期欠席率が成果指標となります。） 

 

（２）平均伸び率 
 毎年度の伸び率の単純平均によって求めます。 
 



 （例） 
  「１人１日当たりごみ排出量」 

 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度
１人１日当たり

ごみ排出量（ｇ） 
930 940 

 
975 未発表  

伸 び 率  1.1% 3.7%  

 

 
    平均伸び率は、（１．１％＋３．７％）÷２＝２．４％   
    （注）１人１日当たりごみ排出量は、その増加は望ましくないことなので、 
      「結果分類」では、＋２．４％ではなく、△２．４％と評価し、「Ⅱ」に 
      分類する。   
   ・「リサイクル率」 

 １１年度 １２年度 １３年度 １４年度 １５年度
リサイクル率 
    （％） 

 16.3   16.5   16.8 未発表  

伸 び 率  1.2%    1.8%  

 

    平均伸び率は、（１．２％＋１．８％） ÷２＝＋１．５％ 
         
（３）結果分類 
  平均伸び率によって、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの４段階で分類 
    ５％以上（増加）    → Ⅰに分類 
    ０％以上５％未満    → Ⅱに分類 
    △０％以上△５％未満  → Ⅲに分類 
    △５％以上（減少）   → Ⅳに分類 
 
12 計画の達成状況 
（１）内 容 
 目標が設定されている事業について、事業の実施による目標の達成状況を把握しま

す。 
 
13 事業の必要性、事業効果 

（１）「必要性」 
 事業の必要性の判断理由を記載しています。 
（２）「効率性および有効性」 
 事業の効率性および有効性の判断理由を記載しています。 

 

 



14 所属の方針 

 指標による評価結果等を踏まえ、各所属の今後の事業展開に関する考え方、見直し

内容を記載しています。 
 
15 事業評価専門部会意見 
（１）内 容 
 福井県行財政改革推進会議の事業評価専門部会が、各所属の方針に対し、事業の効 
率性、有効性、必要性、緊急性等の観点から翌年度予算編成に対する方針を記載して

います。 
 
（２）区 分 
 区 分              意   義 
 拡  充 増額で継続する場合 
 継  続 同額または軽微な変動の範囲で継続する場合 

終期が来ても同じ内容で続ける必要が生じた場合 
 整理統合 現在の事業は残るが、他事業へ統合することによって事業名がなくな

るもの 
 縮  減 予算額が縮小する場合 
 休    止 毎年ある事業については、隔年以上の周期をもって行う事業に、ある

いは期限を定めず必要に応じて行う事業に組み替えたとき、周期をも

って行う事業については周期を延ばしたとき 
なお、周期により当然に次年度事業がない場合は「継続」に分類する。

 廃    止 当該年度（１５年度）限りで事業を廃止する場合 
終期がきたことによる事業の終了は「完了」に分類する。 

 終 期 の 
 見 直 し 

翌々年度以降に終期があるものについて、１年以上終期を早めた場合

「拡充・継続・整理統合・縮減」と重複チェックとなる。 
 完    了 終期がきたことによる事業の終了。これ以外は「廃止」に分類する。

 
（３）見直し額 
 事業評価専門部会における検討の結果、予算額の増額、減額が行われた場合にその

増（減）額を記載します。 
 


